
名古屋外国語大学外国語学部紀要第50号（2016.2）

一

　
　
　
　
　

一　

雲
華
上
人
の
研
究
と
広
瀬
淡
窓
の
日
記
資
料
の
価
値

　

雲
華
上
人
（
一
七
七
三
～
一
八
五
〇
）
と
は
、
高
倉
学
寮
講
師
と
し
て
江
戸
後
期
の
東
本
願
寺
教
学
の
頂
点
を
極
め
る
一
方
で
、
同

時
代
の
頼
山
陽
や
田
能
村
竹
田
・
浦
上
春
琴
・
小
石
元
瑞
ら
と
京
都
で
華
々
し
い
詩
書
画
一
体
の
文
芸
交
流
を
し
た
事
で
知
ら
れ
る
豊

前
中
津
の
僧
侶
、
雲
華
院
釈
大
含
信
慶
講
師
の
こ
と
で
あ
る
。

　

雲
華
は
当
時
の
京
都
文
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
生
涯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
雲
華
だ
け
で
な
く
、
雲

華
と
交
際
し
た
様
々
な
文
人
の
事
跡
を
つ
ま
び
ら
か
に
す
る
上
で
も
有
効
で
あ
る
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
筆
者
は
雲
華
生
涯
の
事
跡

を
ま
と
め
た
「
雲
華
院
釈
大
含
信
慶
講
師
（
雲
華
上
人
）
年
譜
稿
」
を
公
刊
し
（『
寺
社
と
民
衆
』
一
〇
号
、
二
〇
一
四
年
四
月
、
以
下

「
年
譜
稿
」）、
具
体
的
事
例
と
し
て
雲
華
と
田
能
村
竹
田
と
の
交
際
の
一
部
を
考
察
し
た
（「
雲
華
上
人
と
の
交
流
と
田
能
村
竹
田
の
画

業
」
本
誌
四
九
号
所
収
）。
今
後
、
頼
山
陽
な
ど
、
他
の
文
人
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
例
は
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
雲
華
関
係
資
料
に
よ
っ
て
、
他
の
文
人
の
知
ら
れ
ざ
る
側
面
が
照
ら
し

広
瀬
淡
窓
よ
り
見
た
る
雲
華
上
人
の
人
間
関
係

―
「
雲
華
院
釈
大
含
信
慶
講
師
年
譜
稿
」
補
遺

―

湯　

谷　

祐　

三
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二

出
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
雲
華
自
身
の
活
動
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
雲
華
が
京
阪
神
で
文
人
と
し
て
顕
著
な
活

躍
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
の
は
四
十
代
後
半
の
文
政
年
間
以
降
で
あ
り
、
天
保
期
前
半
に
そ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
前
の
文
人
雲
華
が
形
成
さ
れ
る
過
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。

　

雲
華
は
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
竹
田
満
徳
寺
に
生
ま
れ
、
天
明
十
二
年
（
一
七
八
四
）
十
二
歳
で
実
父
円
寧
と
死
別
し
て
、
父
の

兄
で
あ
る
日
田
広
円
寺
の
円
門
法
蘭
師
の
も
と
で
成
長
し
た
。
そ
し
て
寛
政
三
年（
一
七
九
一
）十
九
歳
の
時
に
実
姉
の
夫
で
あ
る
中
津

正
行
寺
の
学
僧
頓
慧
鳳
嶺
師
（
嗣
講
、
没
後
贈
講
師
）
の
後
嗣
と
し
て
同
寺
に
入
り
、
翌
年
に
は
京
都
高
倉
学
寮
に
も
入
学
し
て
い
る
。

以
後
、
主
に
宗
学
を
積
み
重
ね
た
よ
う
で
二
十
五
歳
で
す
で
に
著
述
を
も
の
し
（『
十
四
行
偈
記
』
二
巻
・『
六
合
釈
講
演
』
一
巻
）、
二

十
代
後
半
に
は
自
坊
や
府
内
光
西
寺
な
ど
で
講
義
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
趣
味
の
墨
蘭
画
も
こ
の
頃
開
始
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
雲
華
の
生
涯
を
明
ら
か
に
す
る
基
本
資
料
は
、
雲
華
の
漢
詩
文
を
活
字
翻
刻
し
た
赤
松
翠
陰
編
『
雲
華
上
人
遺
稿
』（
昭
和

八
年
、
以
下
『
遺
稿
』）
で
あ
り
、
先
の
「
年
譜
稿
」
も
こ
れ
を
中
心
に
、
未
刊
の
漢
詩
稿
や
頼
山
陽
・
田
能
村
竹
田
な
ど
の
諸
資
料
を

加
味
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
如
何
せ
ん
、
雲
華
の
漢
詩
文
が
中
心
で
あ
る
た
め
、
そ
の
制
作
が
活
発
に
な
る
享
和
元
年
二
十

九
歳
以
降
は
と
も
か
く
、
十
代
の
日
田
時
代
、
二
十
代
の
中
津
時
代
な
ど
、
雲
華
の
学
芸
の
ル
ー
ツ
と
言
え
る
時
期
に
つ
い
て
は
五
里

霧
中
の
観
が
あ
る
。

　

し
か
る
に
、
こ
こ
に
そ
の
欠
を
補
う
好
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
日
田
に
生
ま
れ
、
門
人
総
数
四
千
を
数
え
る
と
言
わ
れ
る
江
戸
時
代

最
大
の
私
塾
咸
宜
園
の
創
始
者
、
広
瀬
淡
窓
の
記
録
で
あ
る
。
淡
窓
に
は
儒
学
書
・
道
教
書
や
塾
の
諸
規
則
か
ら
、
自
身
の
漢
詩
集
な

ど
様
々
な
著
述
が
あ
る
が
、
最
も
規
模
の
大
き
い
の
は
、『
淡
窓
全
集
』
全
三
巻
（
大
正
十
五
年
、
以
下
『
全
集
』）
の
各
巻
に
所
収
さ

れ
た
一
連
の
日
記
資
料
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
旺
盛
な
好
奇
心
・
的
確
な
観
察
・
客
観
的
な
視
点
・
精
彩
あ
ふ
れ
る
叙
述
が
見
ら
れ
、
淡

窓
と
咸
宜
園
の
重
要
な
記
録
と
い
う
に
止
ま
ら
な
い
、
一
流
の
日
記
文
学
と
し
て
の
普
遍
的
要
素
が
備
わ
っ
て
い
る
。

　

淡
窓
の
日
記
資
料
は
大
き
く
二
種
類
に
分
か
れ
る
。
一
つ
は
、
自
叙
伝
と
目
さ
れ
る
『
懐
旧
楼
筆
記
』
全
五
十
六
巻
で
、
天
明
二
年
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三

の
誕
生
か
ら
天
保
十
六
年
（
弘
化
二
年
）
の
六
十
四
歳
ま
で
の
記
録
で
あ
る
（『
全
集
』
上
巻
）。
文
中
で
雲
華
に
つ
い
て
「
大
谷
ノ
講

師
ニ
任
シ
」
と
記
し
て
い
る
か
ら
（
寛
政
三
年
条
）、
少
な
く
と
も
、
雲
華
が
講
師
を
拝
命
す
る
天
保
五
年
以
降
に
手
が
入
っ
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
片
仮
名
を
使
用
し
た
仮
名
文
で
詳
細
な
叙
述
に
富
む
。

　

も
う
一
つ
は
所
謂
「
日
記
」
全
八
十
二
巻
で
、
七
篇
に
分
か
た
れ
、「
淡
窓
日
記
」
以
下
「
甲
寅
新
暦
」
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
七
つ
の
篇
名

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
混
乱
を
恐
れ
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
「
日
記
」
と
称
す
る
。
こ
れ
は
淡
窓
三
十
二
歳
の
文
化
十
年
八

月
二
十
三
日
に
始
ま
り
、
没
年
七
十
五
歳
の
安
政
三
年
二
月
二
十
一
日
に
至
る
間
の
日
録
で
あ
る
（『
全
集
』
中
巻
・
下
巻
）。

　
『
懐
旧
楼
筆
記
』
文
化
十
年
八
月
二
十
三
日
条
に
「（
日
記
は
）
但
戊
戌
己
亥
ノ
二
年
、
故
ア
リ
テ
記
録
ヲ
カ
ケ
リ
」
と
す
る
が
、
現

状
で
は
戊
戌
（
天
保
九
年
）・
己
亥
（
天
保
十
年
）
の
日
記
は
存
在
し
て
い
る
。「
日
記
」
は
す
べ
て
漢
文
体
で
あ
る
が
、
無
味
乾
燥
な

事
項
の
列
挙
で
は
な
く
、
詳
細
的
確
な
情
報
を
多
く
含
ん
で
い
る
。

　

以
上
、
二
種
類
の
資
料
を
総
称
し
て
本
稿
で
は
淡
窓
の
日
記
資
料
と
呼
ぶ
。
本
稿
の
記
述
は
、
主
に
『
懐
旧
楼
筆
記
』
か
ら
抄
出
し

た
雲
華
関
係
記
事
の
抄
訳
を
骨
格
と
し
て
、
そ
こ
に
「
日
記
」
の
情
報
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
雲
華
の
『
遺
稿
』
や
「
年
譜

稿
」
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
雲
華
の
事
跡
や
、
雲
華
周
辺
の
人
士
の
実
際
の
風
貌
と
交
流
の
実
態
、
雲

華
の
肉
親
、
特
に
実
子
に
関
す
る
事
柄
な
ど
を
紹
介
す
る
。「
年
譜
稿
補
遺
」
と
副
題
す
る
所
以
で
あ
る
。
以
下
に
淡
窓
が
記
述
す
る
事

象
は
、
九
歳
の
年
齢
差
は
あ
る
も
の
の
、
雲
華
が
同
じ
く
体
験
し
た
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
似
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
ふ
ま
え
て

読
ん
で
い
き
た
い
。
西
暦
の
併
記
は
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
論
旨
に
影
響
の
な
い
部
分
で
は
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。

　

な
お
、
雲
華
の
総
名
は「
雲
華
院
釈
大
含
信
慶
」と
い
う
。
雲
華
院
は
自
分
の
雅
号
を
そ
の
ま
ま
院
号
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
僧
名
の

釈
大
含
は
俗
人
の
字あ
ざ
な

に
相
当
し
、
他
人
が
雲
華
を
呼
ぶ
時
の
名
で
あ
る
か
ら
、
淡
窓
は
通
常
大
含
と
表
記
し
、
一
部
雲
華
院
を
使
用
す

る
。
信
慶
は
実
名
で
、
他
人
が
こ
れ
を
使
う
こ
と
は
通
常
な
い
。
後
述
の「
宗
旨
改
帳
」で
は
信
慶
の
署
名
が
見
ら
れ
る
。
雲
華
の
義
父

は
「
皆
往
院
釈
頓
慧
鳳
嶺
」
で
、
雲
華
の
甥
で
あ
り
早
世
し
た
後
嗣
は
「
聞
喜
院
釈
大
有
広
慶
」
で
あ
る
か
ら
、
雲
華
以
降
、「
大
」
と
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四

「
慶
」
が
正
行
寺
に
お
け
る
「
通
字
」
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

二　

江
戸
後
期
日
田
の
学
問
の
状
況

　

天
明
九
年
、
八
歳
の
淡
窓
は
、
父
親
か
ら
教
え
ら
れ
て
い
た
四
書
の
授
読
を
終
え
、
父
に
連
れ
ら
れ
て
長
福
寺
の
「
住
持
法
幢
上
人
」

に
謁
見
し
て『
詩
経
』の
句
読
を
受
け
た
。
上
人
は
自
ら
教
え
る
こ
と
は
少
な
く
、
そ
の
当
時
、
長
福
寺
に
出
入
り
し
て
い
た
椋
野
元
俊

が
代
理
と
し
て
教
授
し
て
い
た
た
め
、
淡
窓
は
つ
い
に
椋
野
に
弟
子
入
り
し
、
長
福
寺
と
豆
田
の
椋
野
宅
の
両
所
で
『
詩
経
』『
書
経
』

『
春
秋
』
を
受
業
し
、
父
か
ら
は
『
古
文
真
宝
』
を
授
か
っ
た
。
元
俊
は
当
時
二
十
歳
余
り
で
、
名
医
椋
野
元
瑰
の
息
子
で
あ
っ
た
。
椋

野
か
ら
は『
蒙
求
』の
句
読
も
受
け
て
い
た
が
、
さ
ら
に
こ
の
年
、
豆
田
室
町
の
住
人
で
あ
る
四
極
先
生
こ
と
油
屋
三
郎
兵
衛
よ
り
、
そ

の
「
義
理
」
を
聞
い
た
。
長
福
寺
や
椋
野
宅
の
受
業
は
句
読
の
み
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
椋
野
宅
の
同
学
と
し
て
は
長
善
寺
玄
海
や
大
超

寺
心
随
な
ど
が
い
る
。

　

寛
政
三
年
、
淡
窓
は
四
極
先
生
に
連
れ
ら
れ
て
、
広
円
寺
の
法
蘭
上
人
に
謁
見
し
た
。
上
人
は
肥
前
の
大
超マ
マ

禅
師（
大
潮
禅
師
）の
弟

子
で
、
江
戸
で
は
服
部
南
郭
に
も
入
門
し
、
若
い
頃
に
は
相
良
文
之
進
の
父
泰
安
と
共
に
『
豊
城
濫
吹
』
二
巻
を
刊
行
、
ま
た
自
身
の

詩
集
『
銭
塘
詩
集
』
二
巻
も
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
法
蘭
師
に
つ
い
て
は
淡
窓
は
、「
此
人
ハ
教
授
ヲ
事
ト
ス
ル
人
ニ
非
ス
」
と
す
る
。

　

こ
の
当
時
、
広
円
寺
に
は「
学
寮
」が
あ
り
、
つ
ね
に
複
数
の
雛
僧
が
寄
宿
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
中
で
は
、
先

輩
格
の
僧
侶
や
近
隣
に
住
む
学
僧
な
ど
が
下
級
僧
に
宗
学
の
初
歩
な
ど
を
教
授
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
雲
華
も
広
円
寺
に
あ
っ
て
、

伯
父
で
あ
る
法
蘭
自
身
か
ら
宗
学
を
手
取
り
足
取
り
教
え
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
そ
う
し
た
学
問
環
境
の
中
で
自
然
に
宗
学
の
基
礎

を
修
得
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
淡
窓
の
師
で
あ
る
松
下
西
洋
の
門
下
生
な
ど
も
広
円
寺
学
寮
に
滞
在
し
て
い
た
と
後
に 

記
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
寺
院
の
「
学
寮
」
に
お
い
て
、
仏
学
の
み
な
ら
ず
、
儒
学
・
詩
学
等
を
も
含
め
た
濃
密
な
学
問
的
雰
囲
気

の
醸
成
が
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
法
蘭
は
こ
の
年
六
十
四
歳
で
、
大
潮
会
下
同
門
の
亀
井
南
冥
も
兄
事
し
て
い
た
。
法
蘭
の
祖
父 
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五

（
休
玄
）
及
び
父
（
道
寧
）
も
文
学
の
名
誉
が
聞
こ
え
て
い
た
。

　

さ
て
淡
窓
は
、
寛
政
二
年
冬
よ
り
、
久
留
米
藩
医
の
養
子
で
故
あ
っ
て
妻
子
を
捨
て
て
出
奔
し
、
当
時
広
瀬
南
家
の
土
蔵
に
寄
宿
し

て
い
た
浪
人
松
下
勇
馬
（
名
は
夷
、
字
は
世
民
、
西
洋
と
号
す
）
に
も
師
事
し
た
が
、
翌
寛
政
三
年
よ
り
そ
の
も
と
で
詩
学
を
開
始
し

た
。
一
日
に
七
絶
一
首
を
課
題
と
し
て
、
つ
い
に
二
百
首
に
達
し
、
次
に
五
律
に
取
り
か
か
っ
た
。
ま
た
淡
窓
は
、
他
の
弟
子
十
人
ほ

ど
と
『
十
八
史
略
』
の
会
読
も
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
前
述
の
椋
野
元
俊
や
釈
心
随
と
並
ん
で
、「
釈
大
含
〈
豊
前
人
〉」
と
あ

る
の
は
、
淡
窓
の
日
記
資
料
に
お
け
る
雲
華
の
初
出
と
し
て
注
目
さ
れ
る
（〈 

〉
は
割
注
）。

　

淡
窓
は
続
け
て
「
大
含
ハ
後
ニ
豊
前
正
行
寺
ノ
住
持
タ
リ
。
大
谷
ノ
講
師
ニ
任
シ
、
声
名
地
望
、
一
時
ニ
顕
赫
タ
リ
。
予
カ
同
友
中

最
顕
レ
タ
ル
者
ナ
リ
」
と
記
す
。
雲
華
の
高
倉
学
寮
講
師
就
任
は
天
保
五
年
八
月
で
あ
る
か
ら
、
淡
窓
の
こ
の
記
事
は
そ
れ
以
降
に
記

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
年
、
雲
華
は
十
九
歳
で
、
実
姉
の
夫
で
あ
る
中
津
正
行
寺
の
学
僧
頓
慧
鳳
嶺
師
の
養
子
と
な
っ
た
年
だ
が
、

日
田
に
お
け
る
会
読
に
加
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
居
を
完
全
に
中
津
に
移
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

翌
寛
政
四
年
、
西
洋
先
生
の
門
下
生
高
橋
・
吉
田
の
両
名
が
、
そ
の
こ
ろ
名
声
が
鳴
り
響
い
て
い
た
筑
前
の
亀
井
南
冥
に
入
門
す
る
こ

と
に
な
り
、
淡
窓
の
父
も
淡
窓
成
長
の
お
り
に
は
入
門
を
希
望
す
る
旨
伝
言
し
、
許
容
さ
れ
た
。
ま
た
、
長
福
寺
宝
月
師
の
子
で
、
現

住
法
幢
師
（
日
蔵
）
の
弟
で
あ
り
、
幼
時
に
肥
後
八
代
光
徳
寺
に
養
子
に
入
っ
て
そ
の
住
持
と
な
っ
た
法
海
師
（
月
蔵
）
が
、
こ
の
頃

筑
前
に
南
冥
を
訪
ね
、
南
冥
は
そ
の
才
能
を
称
賛
し
て
七
律
七
首
を
唱
和
し
た
（
南
冥
詩
集
に
あ
り
）。
淡
窓
父
子
は
長
福
寺
に
滞
在
し

て
い
た
当
時
二
十
四
歳
の
法
海
師
を
訪
ね
、
自
宅
に
も
招
き
、
淡
窓
は
自
作
の
五
律
の
添
削
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
後
も
法
海
師
が
日

田
に
留
錫
の
お
り
に
は
必
ず
訪
ね
た
と
い
う
。
法
海
師
は
そ
の
後
高
倉
学
寮
の
講
師
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
死
後
雲
華
が
講
師
に
就
任

し
た
が
、
雲
華
の
昇
進
に
は
、
同
郷
の
親
し
い
学
僧
で
あ
る
法
海
師
の
意
向
も
強
く
働
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
こ
の
年
の
秋
、
亀
井
南
冥
は
罪
を
得
て
蟄
居
し
、
他
郷
の
者
を
家
に
泊
め
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
た
の
で
、
四
方
か
ら
の
遊
学

生
は
皆
離
散
し
た
。
松
下
西
洋
の
門
下
生
高
橋
も
日
田
に
戻
っ
て
来
て
、『
国
語
』
の
会
読
を
し
た
が
、
亀
井
塾
の
や
り
方
で
行
い
、
そ
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の
激
論
は
淡
窓
を
驚
か
せ
、
会
読
の
雰
囲
気
は
以
前
と
一
変
し
た
。
松
下
先
生
が
高
橋
の
進
歩
を
称
賛
し
た
の
で
、
淡
窓
の
亀
門
遊
学

の
希
望
は
益
々
高
ま
っ
た
。
こ
の
頃
、
松
下
門
に
遊
学
す
る
人
々
は
み
な
広
円
寺
の
学
寮
に
滞
在
し
た
と
い
う
。

　

寛
政
五
年
、
十
二
歳
の
淡
窓
は
松
下
門
に
あ
り
、
四
極
先
生
に
も
往
来
し
て
い
た
。
こ
の
頃
、「
詩
会
」
が
時
々
あ
り
、
淡
窓
も
こ
れ

に
参
加
し
た
。
そ
の
上
首
は
常
に
法
蘭
上
人
で
、
松
下
先
生
も
参
加
し
た
。
会
者
は
六
七
人
か
ら
十
人
で
あ
る
。
会
所
は
広
円
寺
・
長

福
寺
・
長
善
寺
な
ど
で
、
浄
満
寺
・
護
願
寺
・
相
良
東
嶽
宅
・
淡
窓
宅
で
も
行
わ
れ
た
。
法
蘭
上
人
の
長
男
で
あ
る
円
什
師
の
内
室
妙

信
院
（「
阿
信
」）
は
府
内
光
西
寺
の
出
身
で
、
漢
詩
を
よ
く
し
、
広
円
寺
が
会
所
で
あ
る
時
は
出
席
し
て
匿
名
で
法
蘭
の
批
評
を
受
け
、

し
ば
し
ば
「
甲
」
と
評
価
さ
れ
た
。
そ
の
人
と
な
り
は
風
神
洒
落
で
あ
っ
た
が
、
円
什
師
に
先
だ
っ
て
没
し
た
。

　

長
福
寺
の
宝
月
師
も
日
田
の
名
家
で
あ
り
、初
め
は
法
蘭
師
と
名
を
等
し
く
し
た
が
、淡
窓
が
法
蘭
師
の
も
と
を
訪
れ
て
い
た
頃
に
は

京
都
に
滞
在
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
病
を
得
て
帰
郷
し
閑
居
し
た
。
詩
会
に
も
た
ま
に
は
出
席
し
、
淡
窓
も
時
に
訪
問
し
た
。
四
極
先
生

は
漢
詩
を
作
ら
ず
、
相
良
文
之
進
は
「
極
テ
異
風
」
な
作
詩
で
あ
っ
た
。
淡
窓
は
こ
の
頃
、『
明
七
才
子
集
』
を
範
と
し
て
擬
作
し
、
法

蘭
師
よ
り
添
削
を
受
け
て
い
た
。
こ
の
年
の
春
か
ら
、
文
之
進
の
長
男
で
淡
窓
よ
り
五
歳
年
少
で
あ
る
清
記
（
館
林
清
記
）
が
淡
窓
宅

に
寓
居
し
て
、
淡
窓
か
ら
句
読
を
受
け
た
。

　

寛
政
五
年
の
冬
、
四
代
に
わ
た
り
日
田
の
代
官
を
つ
と
め
た
揖
斐
氏
か
ら
羽
倉
氏
に
代
官
職
が
代
わ
っ
た
が
、
そ
の
前
年
の
冬
よ
り
、

江
戸
か
ら
勘
定
方
の
平
岩
治
郎
兵
衛
ら
が
や
っ
て
来
て
、
豆
田
の
者
に
経
書
の
講
釈
を
聞
か
せ
よ
と
命
じ
た
た
め
、
法
蘭
師
が
長
福
寺

で
月
に
三
度
の
講
義
を
行
っ
た
。
隈
町
も
こ
れ
に
倣
い
、
宝
月
師
を
招
い
て
講
義
を
始
め
た
。
平
岩
氏
が
帰
東
し
て
か
ら
す
ぐ
に
止
ん

だ
が
、
こ
の
頃
は
白
河
侯
時
代
よ
り
遠
か
ら
ず
、
文
学
を
重
ん
じ
る
風
儀
が
残
っ
て
い
た
と
淡
窓
は
述
懐
す
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い

の
は
、「
経
書
の
講
釈
」
に
呼
ば
れ
た
の
が
、
真
宗
の
学
僧
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
り
、
僧
俗
を
含
め
て
、
広
円
寺
の
法
蘭
師
と
長
福

寺
の
宝
月
師
が
日
田
の
漢
学
の
頂
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

寛
政
六
年
九
月
十
三
日
に
法
蘭
師
が
六
十
七
歳
で
示
寂
し
た
。
弔
問
し
た
淡
窓
に
内
室
は
水
滴
を
遺
品
と
し
て
贈
っ
た
。
法
蘭
没
後
、
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七

そ
の
文
集
上
梓
の
計
画
が
あ
っ
た
が
つ
い
に
実
現
し
な
か
っ
た
（
文
集
は
現
存
の
由
、
筆
者
未
見
。
高
橋
昌
彦
氏
「
寛
政
期
の
豊
後
日

田
漢
詩
壇
」『
雅
俗
』
八
参
照
）。

　

淡
窓
幼
少
時
の
日
田
の
遊
び
場
と
し
て
は
、
第
一
に
大
原
八
幡
宮
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
毎
年
八
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
に
放
生
会
が

あ
り
、
多
数
の
夜
店
が
出
る
。
城
内
の
観
音
閣
に
も
し
ば
し
ば
登
り
、
家
族
一
同
で
通
夜
し
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
羽
野
の
妙
見
宮

や
金
比
羅
宮
に
も
遊
ん
だ
。
東
は
会
処
宮
八
幡
・
本
宮
八
幡
、
隈
川
よ
り
南
は
越
原
観
音
・
鬼
城
観
音
・
普
門
寺
・
釜
淵
・
穴
平
・
護

願
寺
等
に
遊
び
、
西
北
は
吹
上
観
音
・
岳
林
寺
に
遊
ん
だ
。
以
上
が
、
淡
窓
が
亀
井
南
冥
に
師
事
す
る
ま
で
の
日
田
の
学
問
状
況
で
あ

る
。「
四
書
五
経
」
か
ら
『
古
文
真
宝
』『
蒙
求
』『
十
八
史
略
』
へ
と
進
む
漢
籍
学
習
の
道
筋
や
、
漢
籍
は
句
読
を
先
習
し
て
、
そ
の
後

に
「
義
理
」
が
授
け
ら
れ
る
こ
と
（
講
釈
）、
漢
詩
の
作
風
と
し
て
は
、「
明
七
才
子
」
が
重
ん
じ
ら
れ
て
お
り
、
江
戸
中
期
荻
生
徂
徠

に
発
す
る

園
派
の
影
響
を
色
濃
く
残
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　

三　

福
岡
の
亀
井
一
門
の
状
況

　

こ
う
し
て
、
法
蘭
師
は
亡
く
な
り
、
松
下
西
洋
も
佐
伯
に
仕
官
し
て
、
二
人
の
師
を
失
っ
た
淡
窓
は
茫
然
と
日
を
送
っ
て
い
た
。
父

の
勧
め
も
あ
っ
て
佐
伯
に
西
洋
を
訪
ね
た
が
、
藩
儒
と
な
っ
た
西
洋
に
他
郷
の
子
弟
を
個
人
教
授
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

　

寛
政
七
年
九
月
、
淡
窓
が
四
極
先
生
を
訪
ね
る
と
、
そ
こ
に
三
人
の
客
が
お
り
、
そ
の
中
の
一
人
が
下
関
の
医
師
藤
玄
雄
の
次
男
で

あ
る
藤
左
仲
で
あ
っ
た
。
淡
窓
は
左
仲
に
つ
い
て
、
永
富
独
嘯
庵
の
兄
の
子
で
、
亀
井
南
冥
の
弟
子
で
あ
る
と
す
る
。
淡
窓
よ
り
十
二

歳
年
長
で
、
大
典
禅
師
に
つ
い
て
文
辞
を
学
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
性
格
は
反
覆
常
な
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
口
を
極
め
て
南
冥
を

褒
め
そ
や
す
の
で
、
淡
窓
は
つ
い
に
来
年
左
仲
に
同
道
し
て
南
冥
を
訪
ね
る
決
心
を
し
た
。
淡
窓
の
父
も
左
仲
の
こ
と
は
よ
く
思
っ
て

い
な
か
っ
た
が
、
南
冥
を
訪
ね
る
こ
と
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
許
し
た
。
以
前
、
寛
政
四
年
に
日
田
を
訪
れ
た
亀
門
の
牧
園
文
哉
が
亀
井

父
子
に
淡
窓
の
才
能
を
語
っ
た
こ
と
か
ら
、
亀
井
父
子
は
淡
窓
の
存
在
を
認
識
し
て
い
た
と
い
う
。
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八

　

寛
政
八
年
八
月
、左
仲
の
先
導
に
て
筑
前
に
亀
井
父
子
を
訪
ね
た
。
そ
の
途
次
、秋
月
に
て
原
震
平
と
面
会
す
る
。
こ
れ
が
淡
窓
と
震

平
の
初
対
面
で
あ
ろ
う
。
八
月
十
六
日
、
淡
窓
は
福
岡
唐
人
町
の
亀
井
家
を
訪
ね
、
亀
井
昭
陽
に
入
門
し
た
。
昭
陽
は
安
永
二
年
生
ま

れ
の
二
十
四
歳
で
雲
華
と
同
年
、
淡
窓
よ
り
九
歳
年
長
で
あ
っ
た
。
南
冥
は
蟄
居
し
て
旅
人
と
の
面
会
を
禁
じ
ら
れ
て
お
り
面
会
で
き

な
か
っ
た
。
さ
ら
に
淡
窓
は
左
仲
に
連
れ
ら
れ
、
昭
陽
の
弟
の
大
年
を
姪
ノ
浜
に
訪
ね
た
。
大
年
、
名
は
萬
、
時
に
二
十
歳
で
あ
っ
た
。

医
を
業
と
し
、
才
気
抜
群
で
詩
作
も
よ
く
し
た
。
眼
光
鋭
く
、
雪
の
よ
う
に
色
白
の
美
男
子
で
あ
る
。

　

八
月
二
十
日
に
は
、
や
は
り
左
仲
と
博
多
へ
行
き
、
南
冥
の
実
弟
で
あ
る
永
寿
庵
曇
栄
禅
師
を
訪
ね
た
。
曇
栄
、
名
は
宗
曄
、
幻
庵

と
号
す
。
も
と
博
多
崇
福
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
が
、
南
冥
排
斥
の
一
件
に
連
座
さ
せ
ら
れ
た
の
か
、
今
は
退
院
し
て
い
る
。
年
齢
は
四

十
八
歳
で
詩
と
書
を
よ
く
し
た
。
詩
は
南
冥
よ
り
優
れ
る
と
言
わ
れ
、
書
は
頼
春
水
と
並
び
称
さ
れ
た
と
い
う
。

　

寛
政
九
年
、
淡
窓
十
六
歳
、
南
冥
先
生
は
五
十
五
歳
で
容
貌
魁
偉
、
お
よ
そ
亀
井
家
の
人
は
み
な
眼
光
炯
々
と
し
て
人
を
射
る
よ
う
で

あ
っ
た
。
盛
時
、
塾
に
は
六
十
余
名
の
生
徒
が
い
た
が
、
淡
窓
入
門
時
に
は
十
人
に
過
ぎ
ず
、
南
冥
蟄
居
の
後
、
江
上
源
蔵
（
名
は
源
、

字
は
伯
華
、
苓
洲
と
号
す
）
が
甘
棠
館
の
教
授
と
な
っ
た
。
初
め
南
冥
は
そ
の
長
女
を
江
上
の
妻
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
江
上
は
辞
退

し
た
。
後
年
、
江
上
は
南
冥
と
子
弟
の
情
を
無
く
し
た
。

　

江
上
の
下
に
三
人
の
訓
導
が
い
た
。
山
口
主
計
・
後
藤
主
税
、
そ
し
て
昭
陽
で
あ
る
。
山
口
は
後
に
民
平
と
改
め
た
。
名
は
豊
、
字

は
士
沛
、
唐
津
の
人
で
あ
る
。
南
冥
よ
り
二
十
歳
年
少
で
、
後
に
南
冥
の
次
女
を
娶
っ
た
。
亀
井
家
と
は
終
生
厚
情
で
あ
っ
た
。
後
藤

は
筑
前
の
医
者
で
南
冥
よ
り
十
歳
年
少
で
あ
っ
た
。

　

甘
棠
館
の
結
構
は
美
麗
で
あ
っ
た
が
、
淡
窓
は
そ
の
玄
関
を
見
た
だ
け
で
館
内
を
見
た
こ
と
は
な
く
、
そ
の
翌
年
に
は
回
禄
し
て
し

ま
っ
た
。
淡
窓
が
入
門
し
た
頃
は
、
昭
陽
が
早
朝
朝
食
前
に
『
礼
記
』『
周
易
』『
尚
書
』『
孟
子
』
な
ど
を
講
じ
た
。
三
日
に
一
度
は
夜

中
に
会
読
が
あ
り
、
出
席
者
は
十
四
五
名
だ
っ
た
。
月
に
文
会
が
三
度
、
詩
会
が
三
度
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
出
席
す
る
生
徒
は
十
人
を

越
え
な
か
っ
た
。
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九

　

当
時
南
冥
は
閑
居
し
て
医
を
業
と
し
て
お
り
、
弟
子
を
教
育
す
る
こ
と
は
な
く
、
詩
稿
を
筆
削
す
る
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
淡
窓
は
詩
は

南
冥
に
、
文
は
昭
陽
に
斧
正
を
乞
う
た
。
こ
の
年
の
八
月
に
大
年
は
村
井
椿
寿
な
ど
と
面
会
す
る
た
め
、
柳
川
・
久
留
米
・
田
代
・
唐

津
を
経
歴
し
て
肥
後
に
遊
び
、
後
に
そ
の
紀
行
を
詩
文
各
一
巻
に
ま
と
め
た
。
こ
の
年
の
冬
に
は
、
塾
生
は
皆
帰
郷
し
、
残
っ
た
の
は

医
事
の
弟
子
一
人
と
、
儒
生
は
淡
窓
一
人
で
あ
っ
た
。

　

寛
政
十
年
、
十
七
歳
の
淡
窓
は
福
岡
に
残
っ
て
亀
井
父
子
に
仕
え
て
春
を
迎
え
た
。
他
郷
で
の
迎
春
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
正

月
中
に
は
日
田
に
帰
郷
し
た
が
、
淡
窓
の
帰
郷
中
の
正
月
二
十
九
日
に
福
岡
唐
人
町
よ
り
出
火
し
、
折
か
ら
の
烈
風
に
て
延
焼
、
師
家

及
び
甘
棠
館
は
一
時
に
全
焼
し
た
。
淡
窓
は
す
ぐ
に
見
舞
い
に
駆
け
つ
け
た
が
、
唐
人
町
は
一
面
の
焼
け
野
原
で
、
亀
井
父
子
は
そ
の

瓦
礫
の
中
に
席
を
設
け
、
門
生
た
ち
と
痛
飲
し
て
い
た
。
南
冥
は
時
に
立
っ
て
舞
い
、
昭
陽
は
酔
っ
て
臥
し
て
い
た
が
、
淡
窓
を
見
る

と
起
き
て
状
況
を
語
っ
た
。
淡
窓
は
福
岡
か
ら
戻
り
、
秋
風
庵
で
蕭
然
と
日
を
送
っ
た
。

　

そ
の
後
、
西
学
で
あ
る
甘
棠
館
は
廃
さ
れ
、
竹
田
春
庵
が
朱
子
学
を
教
授
す
る
東
学
に
一
統
さ
れ
、
西
学
の
儒
生
四
人
は
皆
免
職
さ
れ

て
平
士
に
落
と
さ
れ
た
。
淡
窓
が
福
岡
に
戻
り
、
唐
人
町
に
南
冥
を
訪
ね
る
と
、
先
生
は
そ
こ
に
お
ら
ず
、
姪
浜
の
大
年
と
同
居
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
昭
陽
は
妻
の
実
家
で
あ
る
姪
浜
の
後
藤
屋
の
隣
の
土
蔵
を
借
り
て
、
甘
古
堂
と
号
し
て
寓
居
し
て
お
り
、
淡

窓
も
そ
の
玄
関
に
留
ま
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
南
冥
の
次
男
は
僧
侶
と
な
っ
て
宗
嵩
と
名
乗
っ
て
い
た
が
、
そ
の
頃
帰
郷
し
て
還
俗
し
、
儒
と
医
を
業
と
し
て
甘
木
で
開

業
し
て
い
た
。
名
は
昇
、
字
は
大
壮
、
雲
来
と
号
し
た
。
昭
陽
の
紹
介
で
淡
窓
は
大
壮
と
面
会
し
た
。
年
は
二
十
四
歳
で
や
は
り
容
貌

魁
偉
、
弟
の
大
年
と
伯
仲
す
る
才
学
で
あ
っ
た
。
亀
井
三
兄
弟
の
う
ち
、
昭
陽
の
み
容
貌
醜
く
、
他
は
俊
美
で
あ
る
と
は
、
淡
窓
の
興

味
深
い
観
察
で
あ
る
。

　

寛
政
十
一
年
、
十
八
歳
の
淡
窓
は
姪
浜
で
正
月
を
迎
え
、
二
月
に
帰
郷
し
た
。
日
田
に
帰
る
と
相
良
文
之
進
が
疫
病
で
没
し
た
。
享

年
四
十
二
歳
。
淡
窓
の
従
姉
妹
で
も
あ
る
そ
の
未
亡
人
と
三
人
の
子
（
清
記
十
三
歳
・
伊
織
八
歳
・
女
児
二
歳
）
は
広
瀬
家
南
家
に
寓
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一
〇

居
し
た
。

　

こ
の
年
初
め
て
原
震
平
が
日
田
に
来
訪
し
、
淡
窓
宅
に
滞
在
し
た
。
五
月
に
は
館
林
清
記
と
も
う
一
人
を
連
れ
て
筑
前
に
行
き
、
亀

井
に
入
門
さ
せ
た
。
淡
窓
が
姪
浜
に
着
く
と
、
昭
陽
が
出
迎
え
、
夢
に
淡
窓
が
二
人
を
連
れ
て
来
る
の
が
見
え
た
と
い
う
。
こ
の
地
も

疫
病
盛
ん
で
、
伝
染
を
恐
れ
た
淡
窓
は
二
十
日
ほ
ど
滞
在
し
て
六
月
十
五
日
に
辞
去
し
た
。
そ
の
日
は
博
多
の
祇
園
会
で
、
淡
窓
は
早

朝
か
ら
見
物
に
出
か
け
た
。
九
月
上
旬
、
淡
窓
が
筑
前
に
戻
る
頃
、
淡
窓
の
従
姉
妹
で
あ
る
清
記
の
母
も
ま
た
疫
病
で
没
し
た
。
こ
こ 

数
年
淡
窓
は
病
弱
で
、
特
に
冬
に
熱
を
発
す
る
た
め
、
寛
政
十
一
年
十
二
月
上
旬
に
は
帰
郷
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
「
大
帰
」（
退
塾
）

と
な
っ
た
。
筑
前
で
過
ご
し
た
の
は
二
年
に
満
た
な
か
っ
た
。
本
当
は
五
六
年
も
滞
在
し
、
そ
の
後
四
方
に
漫
遊
し
た
い
と
思
っ
て
い

た
が
、
す
べ
て
か
な
わ
な
か
っ
た
。

　

南
冥
先
生
は
教
育
に
長
じ
て
い
た
。
人
の
才
能
を
愛
す
る
そ
の
性
格
は
天
性
の
も
の
で
、人
の
長
所
の
み
を
見
て
短
所
を
言
わ
な
か
っ

た
。
先
生
に
は
酒
乱
の
癖
が
あ
っ
た
が
、
西
学
が
廃
さ
れ
た
後
は
、
更
に
は
ば
か
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
永
富
独
嘯
庵
門
下
で
先
生

と
同
門
の
小
石
元
俊
（
元
瑞
の
父
）
の
話
と
し
て
、
道
載
（
南
冥
）
な
ど
を
京
都
の
儒
者
と
同
じ
よ
う
に
見
て
は
な
ら
な
い
、
猛
虎
の

よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

昭
陽
も
剛
毅
な
る
こ
と
よ
く
父
の
風
が
あ
り
、
生
涯
娼
妓
に
近
付
く
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
父
の
死
に
際
し
て
は
三
年
の
喪
に
服
し

た
。
た
だ
、才
子
を
輩
出
し
た
と
い
う
点
で
は
父
に
及
ば
な
か
っ
た
。
昭
陽
も
文
人
書
生
を
愛
し
た
が
、俗
人
は
全
く
相
手
に
し
な
か
っ

た
。
ま
た
異
学
の
人
と
も
交
わ
ら
な
か
っ
た
。

　

次
男
の
大
壮
は
兄
弟
の
中
で
は
寛
容
な
性
格
だ
っ
た
。
最
初
は
出
家
し
て
叔
父
曇
栄
禅
師
の
弟
子
と
な
っ
た
が
、
本
意
を
得
ず
に
還

俗
し
た
こ
と
で
、
叔
父
と
は
生
涯
交
際
し
な
か
っ
た
。
医
術
に
つ
い
て
は
三
男
の
大
年
に
見
劣
り
し
た
が
、
淡
窓
と
は
馬
が
合
い
、
大

壮
が
甘
木
に
い
た
時
に
は
、
淡
窓
は
よ
く
訪
ね
て
滞
在
し
た
。
淡
窓
が
病
床
に
あ
る
時
は
大
壮
が
見
舞
い
に
や
っ
て
き
た
。

　

三
男
の
大
年
は
英
気
高
く
天
性
豪
快
で
礼
節
に
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
。
姪
浜
に
別
居
し
て
医
術
を
業
と
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
も
っ
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ぱ
ら
商
売
人
や
博
徒
と
交
わ
り
、
袴
を
着
け
た
者
、
す
な
わ
ち
士
大
夫
を
喜
ば
な
か
っ
た
。
文
化
九
年
、
大
年
は
三
兄
弟
の
中
で
最
も

早
く
三
十
六
歳
で
早
世
し
た
。
遺
稿
三
巻
が
あ
る
。

　

淡
窓
は
筑
前
滞
在
中
、南
冥
の
実
弟
で
あ
る
曇
栄
禅
師
を
し
ば
し
ば
訪
ね
た
。
曇
栄
の
詩
文
は
大
典
禅
師
に
習
学
し
た
た
め
、亀
門
の

家
風
と
は
同
じ
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
出
家
で
あ
る
か
ら
穏
や
か
な
人
物
で
は
あ
っ
た
が
、
や
は
り
英
気
に
勝
る
人
で
あ
っ
て
、
そ
れ

で
世
に
容
れ
ら
れ
ず
、
崇
福
寺
を
退
院
に
及
ん
だ
。
後
年
、
同
寺
の
月
海
禅
師
が
冤
罪
を
訴
え
た
た
め
、
退
院
の
罪
が
晴
れ
た
と
い
う
。

　

曇
栄
は
南
冥
・
昭
陽
と
は
親
し
く
交
際
し
た
が
、
大
壮
と
は
例
の
い
き
さ
つ
か
ら
不
通
で
あ
り
、
大
年
も
大
壮
に
味
方
し
て
、
詩
作
で

こ
の
叔
父
を
誹
っ
た
と
い
う
。
そ
の
内
容
は
、
晩
唐
の
詩
を
称
揚
す
る
曇
栄
を
陳
腐
だ
と
批
判
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、
曇
栄
が
晩
唐
の
詩
風
を
愛
好
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
曇
栄
に
は
『
禅
月
楼
集
』
二
巻
二
冊
、『
雲
水
詩
集
』
一
冊
が
あ
る
。

　

淡
窓
の
詩
風
は
、
最
初
は
法
蘭
師
と
松
下
西
洋
の
指
導
を
受
け
た
も
の
で
、
そ
こ
で
は
『
明
七
才
子
集
』『
絶
句
解
』『
滄
溟
集
』
な

ど
を
祖
と
し
、
荻
生
徂
徠
・
服
部
南
郭
・
万
庵
（
原
資
）・
大
潮
を
宗
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
唐
詩
は
た
だ
『
唐
詩
選
』
の
み
で
、
李

白
・
杜
甫
・
王
維
・
孟
浩
然
の
集
も
見
た
こ
と
が
な
く
、
中
唐
・
晩
唐
の
詩
な
ど
は
勿
論
知
ら
な
か
っ
た
。

　

十
五
歳
の
冬
に
独
居
し
て
や
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
宇
都
宮
由
的
の
『
杜
律
標
註
』
を
読
み
、
そ
の
味
わ
い
を
覚
え
た
。
そ
の

こ
と
を
左
仲
に
語
る
と
、
杜
律
は
初
学
者
の
読
む
も
の
で
は
な
い
と
言
っ
た
が
、
淡
窓
が
自
身
批
点
を
加
え
た
『
標
註
』
を
見
せ
る
と
、

自
分
も
初
め
て
詩
の
味
わ
い
と
い
う
も
の
を
知
っ
た
と
驚
い
た
。
そ
の
後
、
筑
前
に
遊
び
、
南
冥
先
生
の
詩
を
学
び
、
同
門
諸
先
輩
の

詩
体
を
模
倣
し
た
が
、
亀
門
の
詩
作
は
享
保
の
諸
家
と
大
同
小
異
で
あ
っ
た
。
原
震
平
（
古
処
）
や
大
年
は
青
蓮
（
李
白
）
を
学
び
、
大

壮
（
雲
来
）
は
子
美
（
杜
甫
）
を
学
ぶ
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

十
八
歳
の
冬
に
姪
浜
に
居
た
時
、
本
屋
が
『
唐
宋
詩
醇
』
を
持
参
し
た
の
で
、
大
年
が
購
入
し
た
。
淡
窓
が
読
ん
で
み
る
と
、
李
白
・

杜
甫
・
韓
愈
・
白
居
易
・
蘇
軾
・
陸
游
の
六
家
が
撰
ば
れ
て
い
た
。
淡
窓
は
幼
時
の
師
説
に
よ
り
、
宋
詩
を
魔
道
邪
法
と
思
っ
て
い
た

の
で
、「
唐
宋
」
と
並
び
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
意
外
で
あ
っ
た
。
淡
窓
は
初
め
て
詩
道
の
広
大
な
る
こ
と
を
知
り
、
明
と
盛
唐
以
外
に
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二

中
唐
・
晩
唐
が
あ
り
、
ま
た
宋
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
捨
て
去
る
べ
き
で
な
い
こ
と
を
悟
っ
た
。
そ
し
て
、
蘇
軾
と
陸
游
の
詩
を

読
ん
で
そ
の
味
わ
い
を
愛
し
た
。

　

享
和
三
年
、
二
十
二
歳
の
時
に
は
淡
窓
も
『
詩
醇
』
を
購
入
し
て
熟
読
し
、
自
身
の
詩
作
の
傾
向
も
一
変
し
た
。
六
家
の
中
で
は
最

も
陸
游
を
好
み
、
二
十
七
八
歳
ま
で
の
詩
作
は
多
く
陸
游
を
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
文
政
二
年
正
月
、
淡
窓
は
初
め
て
陸
游
の
詩
を
講

じ
て
い
る
。

　

後
に
、
松
下
西
洋
先
生
が
亡
く
な
っ
た
年
の
条
で
（
文
化
七
年
）、
淡
窓
は
先
生
の
詩
体
に
つ
い
て
、
昔
は
明
体
で
あ
っ
た
が
、
亡
く

な
る
五
年
前
に
日
田
を
来
訪
さ
れ
た
時
に
は
、
近
時
江
戸
で
南
宋
の
詩
体
が
流
行
し
て
い
る
こ
と
を
言
わ
れ
、
仕
官
す
る
佐
伯
侯
も
そ

れ
を
好
む
こ
と
か
ら
、
君
命
に
よ
り
先
生
も
陸
放
翁
（
陸
游
）
に
習
っ
て
詩
作
す
る
と
聞
い
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。

　

以
上
が
、
淡
窓
の
二
年
に
満
た
な
か
っ
た
亀
門
下
で
の
見
聞
で
あ
る
。
雲
華
は
亀
井
一
門
の
各
人
と
昵
懇
に
し
て
お
り
、
淡
窓
の
記

す
亀
門
各
人
の
風
貌
は
、
雲
華
の
詩
作
を
理
解
す
る
上
で
も
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
淡
窓
が
こ
の
時
期
に
宋
詩
に
開
眼
し
た
こ
と
も
注

目
す
べ
き
証
言
で
あ
ろ
う
。

　

雲
華
は
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
南
冥
門
下
戸
次
宜
春
に
畳
韻
し
た
七
律
で
「
学
唐
詩
偈
拾
睡
余
、
取
捨
人
間
意
自
如
、
安
擬
居

山
禅
月
跡
、
聊
同
讃
仏
道
林
廬
…
」
と
、「
唐
詩
」
を
学
ん
で
い
る
こ
と
を
表
明
し
、
唐
末
の
禅
月
大
師
貫
休
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
が
（『
遺
稿
』
二
〇
頁
）、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
秋
頃
に
清
末
の
渡
辺
澄
（
東
里
）
に
贈
っ
た
七
絶
で
は
、「
北
元
南
宋

多
真
際
、
寧
及
唐
明
妄
語
児
」（『
遺
稿
』
一
一
三
頁
）
と
宋
詩
を
称
揚
し
て
お
り
、
こ
の
期
間
に
雲
華
の
詩
風
も
ま
た
「
一
変
」
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
後
、享
和
二
年
八
月
に
淡
窓
は
四
年
ぶ
り
に
福
岡
に
赴
き
、南
冥
の
六
十
歳
を
賀
し
た
。
そ
の
頃
に
は
亀
井
父
子
は
姪
浜
を
去
っ

て
福
岡
に
転
居
し
、
西
新
町
に
新
宅
を
構
え
て
い
た
。
元
の
唐
人
町
の
宅
の
西
南
十
町
ほ
ど
の
所
で
あ
る
。

　

文
化
十
一
年
三
月
二
日
、南
冥
先
生
が
逝
去
さ
れ
た
。
淡
窓
は
早
速
弔
問
に
出
発
し
、二
十
一
日
墓
前
に
詣
で
た
。
曇
栄
禅
師
に
も
会
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三

い
弔
辞
を
述
べ
た
が
、
禅
師
は
憔
悴
し
て
お
り
、
そ
の
後
両
三
年
を
経
て
示
寂
さ
れ
た
（
文
化
十
三
年
十
月
二
十
五
日
）。
こ
の
人
も
当

世
の
詩
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
詩
集
が
上
梓
さ
れ
ず
、
そ
の
実
力
ほ
ど
に
世
間
に
名
が
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ

た
。
南
冥
先
生
が
蟄
居
さ
れ
て
か
ら
二
十
余
年
、
淡
窓
が
在
塾
の
頃
は
酒
に
ふ
け
り
佯
狂
の
体
で
あ
っ
た
が
、
徐
々
に
錯
乱
の
度
合
い

を
加
え
て
お
ら
れ
た
。
近
来
は
穏
や
か
に
起
居
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
た
が
、
本
宅
の
隣
に
あ
る
先
生
の
隠
宅
か
ら
出
火
し
、
昭
陽
が
火

中
に
飛
び
込
ん
で
運
び
出
し
た
時
に
は
既
に
事
切
れ
て
い
た
。
自
殺
か
他
殺
か
と
一
時
紛
糾
し
た
。
雲
華
は
昭
陽
か
ら
遺
品
と
し
て
鵬

鈕
の
銅
印
を
贈
ら
れ
南
冥
を
偲
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　

四　

豪
潮
律
師
の
日
田
来
訪

　

寛
政
十
二
年
、
十
九
歳
の
淡
窓
は
魚
町
の
父
母
の
も
と
、
北
家
楼
上
の
東
の
部
屋
で
療
養
し
て
い
た
。
和
訳
の
『
陰
隲
録
』
を
読
ん

で
善
事
を
心
懸
け
、
部
屋
の
壁
に
は
名
家
の
墨
跡
を
貼
り
、
南
冥
先
生
の
送
別
詩
を
表
装
し
て
、
そ
の
前
で
香
を
焚
く
と
い
う
生
活
で

あ
っ
た
が
、
正
月
二
十
三
日
に
嘔
吐
し
て
発
作
が
起
こ
り
、
そ
れ
よ
り
伯
父
の
秋
風
庵
に
移
っ
て
療
養
し
た
。
大
壮
が
見
舞
い
に
訪
れ

て
滞
在
し
た
。
三
四
月
の
頃
、
肥
後
の
倉
重
湊
と
い
う
醜
貌
の
医
者
の
助
言
に
よ
り
病
が
治
ま
っ
た
。
こ
の
時
の
大
病
は
全
く
ひ
ど
い

も
の
で
あ
っ
た
が
、
父
母
は
家
業
に
忙
し
く
、
専
ら
伯
母
と
二
歳
年
下
の
妹
「
阿
良
」（
現
在
「
ア
リ
」
と
通
称
さ
れ
る
）
の
二
人
が
寝

食
を
忘
れ
て
淡
窓
の
面
倒
を
見
た
の
で
あ
る
。
病
治
ま
っ
て
後
は
、
岳
林
寺
や
護
願
寺
な
ど
に
遊
ん
で
保
養
に
務
め
た
。

　

こ
の
年
の
秋
冬
に
肥
後
の
豪
潮
律
師
が
日
田
を
訪
れ
、
広
瀬
家
の
菩
提
寺
で
も
あ
る
浄
土
宗
大
超
寺
に
留
錫
し
た
。
淡
窓
の
日
記
に

よ
る
限
り
、
こ
れ
が
豪
潮
最
初
の
日
田
来
訪
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
は
一
向
宗
の
子
弟
で
あ
っ
た
が
、
天
台
宗
に
入
門
し
て
律
僧
と
な
り
、

持
律
堅
固
で
あ
る
と
共
に
加
持
霊
験
に
優
れ
、
帰
依
す
る
者
が
多
か
っ
た
。
か
つ
て
京
都
で
は
時
の
天
皇
に
授
戒
し
た
と
い
う
（
寛
政

二
年
、
光
格
天
皇
か
）。
こ
の
頃
肥
後
に
滞
在
し
て
い
た
の
を
日
田
の
羽
倉
代
官
が
招
い
た
の
で
あ
る
。
代
官
所
の
命
に
よ
り
淡
窓
の
父

が
こ
の
こ
と
に
当
た
り
、
淡
窓
も
大
超
寺
で
豪
潮
と
面
談
し
た
。
五
十
三
歳
の
律
師
は
豪
放
磊
落
な
人
柄
で
、
弁
才
も
あ
り
人
情
に
も
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四

通
じ
て
い
て
、
そ
の
人
柄
に
接
す
る
人
は
自
然
に
帰
依
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
律
師
は
数
十
日
間
日
田
に
滞
在
し
た
。

　

豪
潮
の
日
田
滞
在
中
に
は
、
そ
の
説
法
を
聞
き
、
加
持
を
受
け
る
人
が
遠
近
よ
り
雲
集
し
、
毎
日
騒
が
し
か
っ
た
。
淡
窓
の
父
も
特

に
帰
依
し
て
お
り
、
淡
窓
の
病
弱
を
心
配
し
て
、
加
持
を
受
け
る
よ
う
淡
窓
に
命
じ
た
の
で
、
淡
窓
は
加
持
を
受
け
た
が
、
信
心
薄
弱

な
た
め
徹
底
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
妹
の
阿
良
が
代
わ
っ
て
加
持
を
受
け
、
信
女
と
な
っ
た
。
後
年
彼
女
が
出
家
の
願
を
起
こ
し
た

の
も
こ
の
時
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
律
師
は
準
提
（
准
胝
）
観
音
の
呪
を
持
し
て
お
り
、
律
師
の
信
者
は
そ
の
法
を
伝
え
る
も
の

が
多
い
。
淡
窓
も
父
の
命
に
よ
り
こ
れ
を
伝
え
た
。

　

そ
の
年
の
冬
に
も
、
豪
潮
は
日
田
を
訪
れ
、
護
願
寺
に
留
錫
し
て
い
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
淡
窓
は
訪
問
し
て
一
宿
し
た
。
淡
窓
が
日

田
で
他
所
に
泊
ま
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
こ
こ
は
幽
僻
の
境
地
で
奇
縁
で
あ
っ
た
。
こ
の
寺
は
往
古
大
寺
で
あ
っ
た
が
、
中
頃

退
転
し
、
今
は
わ
ず
か
に
存
し
て
い
る
。
本
来
静
か
な
と
こ
ろ
だ
が
、
律
師
が
来
訪
し
て
、
と
た
ん
に
騒
が
し
く
な
っ
た
。

　

寛
政
十
三
年（
二
月
に
改
元
し
て
享
和
元
年
）、
二
十
歳
の
淡
窓
は
あ
る
い
は
魚
町
で
、
あ
る
い
は
秋
風
庵
で
悠
々
と
療
養
し
て
い
た
。

二
月
に
甘
木
へ
行
き
、大
壮
に
両
度
の
見
舞
い
を
謝
し
た
。
丁
度
、南
冥
先
生
が
滞
在
し
て
お
り
謁
見
し
た
。
そ
れ
か
ら
秋
月
に
原
震
平

を
訪
ね
た
。
こ
の
年
、『
楞
厳
経
』
を
読
む
機
会
が
あ
り
、
仏
教
思
想
の
高
大
精
微
な
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ま
た
秋
風
庵
に
あ
っ
て
『
老

子
国
字
解
』
を
数
遍
読
み
、
老
子
が
好
き
に
な
っ
た
。

　

享
和
二
年
、
二
十
一
歳
の
淡
窓
は
水
岸
寺
（
修
験
の
寺
）
密
如
の
依
頼
で
『
孟
子
』
の
講
釈
を
し
た
。
そ
れ
ま
で
淡
窓
は
句
読
を
人

に
教
授
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
講
釈
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
諫
山
安
民
・
館
林
伊
織
・
広
円
寺
の
法
珍
な
ど
六
七
人
が
参
加

し
た
。
こ
の
年
の
冬
に
、
羽
倉
代
官
の
招
き
に
よ
り
豪
潮
律
師
が
日
田
を
再
訪
し
、
大
超
寺
に
滞
在
し
た
。
後
に
は
城
内
の
永
興
寺
に

転
居
し
、
明
年
の
冬
ま
で
滞
在
し
た
。
十
二
月
よ
り
淡
窓
の
病
状
が
悪
化
し
、
す
べ
て
の
講
釈
を
辞
退
し
て
南
家
後
園
の
土
蔵
に
独
居

し
て
専
ら
持
呪
・
斎
食
を
守
っ
て
日
を
送
る
生
活
が
翌
年
の
春
夏
ま
で
続
い
た
。

　

享
和
三
年
、
こ
の
年
は
麻
疹
が
流
行
し
、
淡
窓
も
五
月
末
か
ら
六
月
始
め
ま
で
罹
患
し
た
。
半
月
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
症
状
は
激
烈
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五

で
、
土
蔵
に
閑
居
す
る
淡
窓
を
見
て
、
妹
の
阿
良
は
自
分
の
命
を
淡
窓
の
命
に
代
え
よ
う
と
発
願
し
、
毎
日
永
興
寺
に
行
き
、
豪
潮
の

加
持
を
受
け
た
。
妹
が
誓
願
し
た
日
、
豪
潮
は
妹
を
呼
び
止
め
て
、
そ
の
志
願
を
ず
ば
り
と
言
い
当
て
た
。
帰
宅
後
、
妹
は
出
家
の
決

意
を
家
族
に
語
っ
た
。
父
も
豪
潮
師
に
帰
依
し
て
い
た
の
で
、
妹
の
決
意
が
固
い
こ
と
を
知
る
と
つ
い
に
こ
れ
を
許
し
た
が
、
淡
窓
の

病
気
が
癒
え
る
と
、
妹
の
出
家
を
喜
ば
ず
、
そ
れ
を
遅
延
し
た
。

　

豪
潮
師
の
信
者
に
、
京
都
の
官
女
風
早
氏
と
い
う
方
が
お
ら
れ
た
が
、
そ
の
方
が
お
付
き
の
も
の
を
求
め
て
い
る
と
い
う
の
で
、
妹

は
そ
れ
に
お
仕
え
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
出
家
し
な
い
と
い
う
条
件
で
父
母
も
快
諾
し
、
七
月
に
妹
は
中
津
よ
り
乗
船
し
て
上

洛
し
た
。
風
早
氏
は
妹
を
気
に
入
り
、
自
身
の
妹
に
す
る
旨
、
日
田
に
伝
言
し
た
の
で
両
親
も
安
心
し
た
。
こ
れ
よ
り
妹
は
秋
子
と
名

乗
っ
た
。
妹
の
京
都
の
居
所
は
、
や
は
り
豪
潮
の
信
者
で
あ
っ
た
菱
屋
源
兵
衛
方
で
あ
る
。
そ
の
冬
、
豪
潮
師
は
肥
後
に
帰
っ
た
。
淡

窓
が
豪
潮
に
会
っ
た
の
は
こ
れ
が
最
後
と
な
っ
た
が
、
文
政
十
三
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
豪
潮
は
彦
山
に
滞
在
し
て
お
り
、
淡
窓
の
父

母
は
淡
窓
の
手
紙
を
持
っ
て
登
拝
し
て
い
る
。
淡
窓
と
の
文
通
は
豪
潮
晩
年
ま
で
続
い
た
。

　

さ
て
、
雲
華
の
漢
詩
に
お
け
る
豪
潮
の
初
見
は
、
文
化
十
一
年
秋
頃
の
「
寄
呈
豪
潮
律
師 

二
首
」
と
題
す
る
七
絶
二
首
で
あ
る
が

（『
遺
稿
』
八
六
頁
）、
こ
れ
は
必
ず
し
も
実
際
の
面
談
を
意
味
し
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
何
故
な
ら
、
天
保
五
年
に
雲
華
が
豪
潮
に
呈

し
た
七
言
古
詩
に
は
、「
我
曾
庶
幾
一
瞻
仰
、
有
因
初
見
彦
山
巓
」
と
あ
り
（『
遺
稿
』
二
〇
一
頁
）、
こ
れ
に
よ
れ
ば
雲
華
は
彦
山
の
山

頂
で
豪
潮
に
初
見
し
た
こ
と
に
な
る
。
雲
華
が
彦
山
に
豪
潮
を
訪
ね
た
の
は
、「
訪
豪
潮
律
師
在
彦
山
」
と
い
う
五
律
が
あ
る
文
化
十
四

年
夏
秋
頃
で
あ
る
（『
遺
稿
』
一
〇
二
頁
）。
こ
の
詩
中
に
は
「
渇
仰
亦
多
年
、
偶
引
登
山
杖
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
豪
潮
の
高
名
は
聞

い
て
い
た
も
の
の
、
実
際
に
対
面
す
る
の
は
こ
れ
が
最
初
だ
っ
た
と
読
み
と
れ
る
。
文
化
十
四
年
が
初
見
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
前
述
文

化
十
一
年
の
七
絶
二
首
は
対
面
し
て
呈
し
た
も
の
で
は
な
く
、
遠
方
か
ら
送
付
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
以
後
、
雲
華
と
豪
潮
の
交

際
も
豪
潮
の
示
寂
ま
で
続
き
、
幾
度
か
の
面
談
と
、
書
簡
や
詩
文
、
古
玩
の
贈
答
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
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一
六

　
　
　
　
　

五　

長
福
寺
の
学
寮

　

文
化
元
年
、十
九
歳
よ
り
五
年
間
を
療
養
と
称
し
て
逼
塞
し
て
い
た
淡
窓
は
二
十
三
歳
と
な
り
、い
よ
い
よ
今
後
の
身
の
振
り
方
を
思

い
悩
む
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
る
に
、
庚
申
の
大
病
以
来
、
親
し
く
交
際
し
て
い
る
肥
後
の
医
者
倉
重
湊
が
、
こ
の
冬
日
田
に
滞
在
し
て

い
た
た
め
、
こ
の
人
な
ら
ば
良
い
智
慧
を
授
け
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
手
紙
を
書
い
た
と
こ
ろ
、
全
く
返
事
が
な
い
。
直
接
訪
ね

て
み
る
と
、
倉
重
は
手
紙
を
投
げ
出
し
て
、「
こ
れ
は
全
く
『
離
騒
』
の
文
章
だ
ね
。
く
ど
く
ど
と
し
た
繰
り
言
で
前
に
進
ま
な
い
。
君

は
い
つ
か
ら
屈
原
に
な
っ
た
の
だ
」
と
手
厳
し
い
。
そ
し
て
、「
君
の
進
む
べ
き
道
は
一
つ
し
か
な
い
。
そ
れ
は
日
田
に
あ
っ
て
儒
学
の

教
授
を
す
る
こ
と
だ
。
そ
れ
で
窮
す
る
な
ら
飢
え
死
に
す
れ
ば
よ
い
」
と
明
確
に
答
え
た
。
こ
れ
で
淡
窓
の
道
が
決
ま
っ
た
。

　

淡
窓
が
追
憶
す
る
に
、自
分
の
交
遊
に
お
い
て
裨
益
さ
れ
た
人
物
は
二
人
い
る
。
一
人
は
亀
門
に
導
い
て
く
れ
た
藤
左
仲
で
あ
り
、も

う
一
人
は
こ
の
倉
重
湊
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
二
人
の
人
と
な
り
は
決
し
て
君
子
と
言
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
淡
窓
に
と
っ

て
は
世
間
一
般
の
篤
志
家
よ
り
も
遙
か
に
有
意
義
で
明
確
な
助
言
を
与
え
て
く
れ
た
恩
人
な
の
で
あ
る
。
淡
窓
は
年
明
け
早
々
に
も
開

塾
す
べ
く
準
備
に
取
り
か
か
っ
た
。

　

文
化
二
年
、
二
十
四
歳
の
淡
窓
は
、
父
母
と
同
居
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
倉
重
の
助
言
に
よ
り
、
豆
田
の
長
福
寺
の
学
寮
を
借
り

て
、
三
月
十
六
日
に
転
居
し
た
。
淡
窓
と
同
居
す
る
の
は
諫
山
安
民
と
館
林
伊
織
の
二
人
で
あ
る
。
学
寮
に
は
楼
が
あ
り
、
上
下
合
わ

せ
て
二
十
畳
で
あ
っ
た
。
三
人
で
飯
を
炊
い
た
。
淡
窓
が
講
説
を
業
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
の
時
に
始
ま
る
。

　

長
福
寺
の
法
幢
師
は
、淡
窓
が
幼
時
に
句
読
を
授
か
っ
た
人
で
あ
り
、そ
の
父
宝
月
師
も
同
じ
く
幼
時
に
し
ば
し
ば
付
き
従
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
法
幢
の
養
子
で
あ
る
東
海
と
は
今
回
知
り
合
っ
た
。
長
福
寺
内
徳
善
寺
の
素
龍
は
俳
諧
を
好
み
、伯
父
や
父
と
親
し
く
、淡
窓

と
も
幼
時
よ
り
面
識
が
あ
り
、
学
寮
に
寄
寓
す
る
に
当
た
り
、
よ
く
周
旋
し
て
く
れ
た
。
そ
の
二
子
で
あ
る
昇
道
・
賢
杖
も
淡
窓
の
弟

子
と
な
っ
た
。
学
寮
の
北
隣
に
は
三
松
斉
寿
（
も
と
相
良
梅

）
の
家
が
あ
り
、
朝
夕
往
来
し
た
。
倉
重
も
淡
窓
の
開
業
を
聞
き
、
市

中
の
父
兄
に
広
く
告
知
し
た
た
め
、
入
門
者
が
増
え
た
。
水
岸
寺
の
密
如
も
長
福
寺
で
日
々
講
説
し
た
。
ま
た
羽
倉
代
官
の
子
息
左
門
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一
七

（
後
の
簡
堂
）
も
聴
講
し
た
。

　

淡
窓
は
長
福
寺
に
い
る
時
に
「
書
会
」
を
始
め
た
。
五
言
詩
を
一
句
書
き
、
そ
の
字
の
美
醜
に
よ
っ
て
点
数
を
つ
け
、
甲
乙
に
分
け

る
。
数
十
日
も
す
る
と
市
中
で
も
大
い
に
流
行
し
、
男
女
お
よ
そ
百
二
三
十
人
が
参
加
し
た
。
今
に
到
る
ま
で
お
よ
そ
四
十
年
続
い
て

い
る
。
長
福
寺
に
は
三
月
か
ら
六
月
ま
で
滞
在
し
た
が
、
旅
の
僧
が
学
寮
に
留
錫
す
る
た
め
、
淡
窓
は
再
び
魚
町
に
戻
り
、
南
家
後
園 

の
土
蔵
で
講
説
し
た
。
学
寮
で
の
講
説
は
僅
か
に
百
余
日
で
あ
っ
た
が
、こ
の
時
に
入
門
者
が
多
く
な
り
、開
業
の
基
礎
が
出
来
た
。
七

月
十
七
日
、
京
都
の
菱
屋
宅
に
て
秋
子
が
病
没
し
た
。

　

こ
の
年
の
冬
、長
福
寺
の
宝
月
師
が
示
寂
し
た
。
六
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
も
大
潮
禅
師
の
門
人
で
詩
文
に
長
じ
た
。
中
年
か
ら

は
仏
学
に
従
事
し
、
本
山
の
擬
講
に
抜
擢
さ
れ
た
の
で
、
文
辞
の
名
誉
は
薄
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
日
田
の
名
家
で
あ
っ
た
。
淡
窓
も
時
々

参
上
し
た
が
、
教
え
を
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
詩
集
二
巻
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
宝
月
師
の
「
姫
島
詩
」、
南
冥
先
生
の
「
麑
島

詩
」、
井
県
少
助
の
「
舟
中
詩
」
を
世
に
九
州
三
絶
と
称
す
る
。
宝
月
師
の
長
男
の
法
幢
師
は
文
化
十
年
春
に
示
寂
し
た
。
年
齢
は
五
十

五
六
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
は
法
海
師
の
兄
で
は
あ
る
が
、
そ
の
才
学
は
懸
隔
し
て
い
る
。
し
か
し
頗
る
好
人
物
で
、
ま
た
佯
狂
に
し

て
世
を
も
て
あ
そ
ぶ
の
風
も
あ
っ
た
。
詩
作
も
好
み
、
今
に
得
難
い
人
物
で
あ
る
。

　

以
上
が
、
長
福
寺
に
お
け
る
淡
窓
の
開
業
の
経
緯
で
あ
る
が
、
雲
華
と
長
福
寺
の
人
師
と
の
関
係
も
深
い
。
雲
華
の
義
父
頓
慧
師
が

正
行
寺
に
入
っ
た
の
は
宝
月
師
の
紹
介
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
（『
豊
絵
詩
史
』）。
法
幢
・
法
海
の
兄
弟
と
も
昵
懇
で
、
法
幢
は
淡
窓
の

観
察
に
よ
れ
ば
風
流
隠
士
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
文
化
三
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
そ
の
法
義
に
お
け
る
「
異
安
心
」
の
問
題
で

京
都
の
本
山
に
召
喚
さ
れ
て
お
り
、
雲
華
は
そ
れ
を
見
送
っ
て
い
る
（『
遺
稿
』
一
五
頁
）。
念
仏
の
教
義
に
も
一
家
言
あ
る
人
物
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
法
海
も
雲
華
と
は
生
涯
親
し
く
、
天
保
五
年
八
月
七
日
に
法
海
講
師
が
示
寂
し
て
す
ぐ
、
同
月
二
十
五
日
に
雲
華
は
講

師
を
拝
命
す
る
の
で
あ
る
。
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一
八

　
　
　
　
　

六　

淡
窓
の
記
録
す
る
雲
華
の
活
動
と
そ
の
人
脈

　

淡
窓
の
日
記
で
直
接
雲
華
に
つ
い
て
言
及
す
る
記
事
と
し
て
は
、
前
述
の
寛
政
三
年
の
『
十
八
史
略
』
会
読
参
加
の
記
事
が
最
も
早

い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
次
に
大
含
の
名
を
見
る
の
は
、
文
化
三
年
、
魚
町
に
移
っ
た
淡
窓
塾
に
入
門
し
た
豊
前
の
僧
大
龍
に
つ
い
て
、

正
行
寺
大
含
の
紹
介
に
よ
り
入
門
し
た
と
す
る
記
事
で
あ
る
。
こ
の
大
龍
は
松
江
正
法
寺
の
僧
で
西
本
願
寺
派
で
あ
る
と
い
う
。
東
本

願
寺
に
属
す
る
雲
華
が
、
淡
窓
塾
に
紹
介
す
る
ほ
ど
西
派
の
僧
と
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
興
味
深
い
。
ち
な
み
に
他
国
の
入
門
者

と
し
て
も
大
龍
が
最
初
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

文
化
五
年
、
淡
窓
は
か
ね
て
菅
茶
山
と
交
流
し
て
い
た
旧
知
の
箕
浦
東
伯（
秋
月
藩
医
、
も
と
の
佐
谷
龍
山
）に
自
作
詩
を
託
し
て
茶

山
の
評
を
乞
う
た
。
時
に
芸
州
に
遊
ん
だ
館
林
清
記
が
備
後
に
行
き
茶
山
宅
に
滞
在
し
た
。
茶
山
は
評
を
記
し
た
淡
窓
の
詩
を
清
記
に

託
し
た
。
五
月
十
四
日
、
清
記
は
更
に
頼
山
陽
の
評
も
乞
う
て
持
ち
帰
っ
た
。
山
陽
は
一
見
し
て
、「
晩
唐
の
風
韻
、
三
都
の
時
調
（
宋

詩
の
こ
と
か
）
と
迥
か
に
別
な
り
」
と
評
し
た
と
い
う
（
木
崎
愛
吉
著
『
頼
山
陽
全
伝
』
文
化
五
年
条
）。
こ
れ
が
淡
窓
と
菅
茶
山
・
頼

山
陽
の
交
際
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
淡
窓
は
「
頼
子
成
評
予
詩
巻
見
貽
、
賦
此
寄
謝
」
と
題
し
て
謝
辞
を
返
し
た
（『
遠
思
楼
詩
鈔
』
巻

二
）。
ち
な
み
に
雲
華
が
頼
山
陽
と
初
見
し
た
の
も
こ
の
文
化
五
年
で
あ
る
。

　

文
化
六
年
五
月
、
淡
窓
は
眼
病
治
療
の
た
め
、
須
恵
の
田
原
眼
科
を
訪
ね
る
こ
と
と
な
り
筑
前
に
向
か
っ
た
。
そ
の
途
次
、
福
岡
に

入
り
五
年
ぶ
り
に
亀
井
父
子
に
謁
見
し
、
昭
陽
の
娘
小
琴
と
は
詩
の
応
酬
を
し
た
。
更
に
、
博
多
の
松
永
宗
助
（
豪
商
、
花
遁
と
号
す
）

を
訪
問
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
そ
こ
に
大
含
が
逗
留
し
て
お
り
、
淡
窓
は
旧
知
の
雲
華
と
の
思
い
が
け
ぬ
出
会
い
を
喜
ん
だ
。

　

こ
の
お
り
、
浦
上
玉
堂
の
子
春
琴
も
博
多
に
滞
在
し
て
お
り
、
淡
窓
は
春
琴
と
も
初
見
し
た
。
春
琴
は
後
年
、
主
に
京
都
で
雲
華
と

密
接
な
文
雅
の
交
際
を
持
つ
に
至
る
。
雲
華
の
詩
作
に
お
け
る
春
琴
の
初
見
は
文
化
九
年
の
「
寄
紀
一
郎
春
琴
」
で
あ
る
が
（『
遺
稿
』

六
五
頁
）、
淡
窓
は
、「
大
含
・
春
琴
・
順
光
・
宗
助
・
梁
平
同
シ
ク
送
予
。
箱
崎
ニ
至
リ
…
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（『
全
集
』
上

巻
一
五
九
頁
）、
こ
の
文
化
六
年
の
博
多
滞
在
時
に
雲
華
と
春
琴
は
既
に
面
識
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
雲
華
は
そ
の
後
生
涯
唯
一
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一
九

度
と
な
っ
た
長
崎
行
に
出
か
け
る
。
十
一
月
二
十
六
日
付
の
淡
窓
宛
雲
華
書
簡
（『
広
瀬
淡
窓
旭
窓
書
翰
集
』
一
一
頁
）
に
お
い
て
、
雲

華
は
淡
窓
の
眼
疾
を
気
遣
い
、「
筑
前
す
へ
」
で
の
療
治
の
具
合
を
尋
ね
て
い
る
か
ら
、
こ
の
書
簡
は
こ
の
年
文
化
六
年
の
も
の
と
わ
か

る
。

　

文
化
十
一
年
の
冬
か
ら
翌
年
の
春
に
か
け
て
、
淡
窓
の
記
録
に
大
含
の
名
が
頻
出
す
る
。
十
月
十
一
日
に
大
含
が
淡
窓
宅
に
立
ち
寄

り
、
同
月
十
六
日
に
は
大
含
を
桂
林
園
に
迎
え
て
会
談
し
よ
う
と
し
た
が
故
あ
っ
て
果
た
せ
ず
、
翌
十
七
日
に
は
夜
に
大
含
・
三
松
斉
寿

ら
が
来
訪
、
緑
水
亭
で
小
酌
の
後
、
斉
寿
宅
で
茶
を
喫
し
、
帰
宅
し
た
の
は
ほ
と
ん
ど
四
更
で
あ
っ
た
。
そ
の
翌
日
、
十
八
日
に
は
長

福
寺
に
参
詣
し
、
大
含
を
訪
ね
て
別
れ
を
告
げ
た
。
ま
た
十
一
月
三
日
に
は
鳳
洲
家
（
雲
華
の
花
友
）
に
託
し
て
、『
国
朝
詩
別
載
』
を

大
含
に
返
却
し
て
い
る
。

　

い
っ
た
い
、
こ
の
時
の
雲
華
の
日
田
滞
在
の
目
的
に
つ
い
て
は
明
証
を
得
な
い
が
、
こ
の
冬
雲
華
は
、「
本
堂
募
縁
経
東
西
二
谷
」（
詩

題
、『
遺
稿
』
八
七
頁
）
と
、
本
堂
建
造
の
た
め
の
募
金
に
奔
走
し
て
い
る
。
ま
た
、「
従
遊
家
厳
侍
日
田
之
行
」（
詩
題
、『
遺
稿
』
八

六
頁
）
と
も
あ
っ
て
、
養
父
鳳
嶺
に
侍
し
て
日
田
に
赴
い
て
い
る
よ
う
だ
。
淡
窓
の
詩
に
和
韻
し
た
十
二
月
の
作
と
思
わ
れ
る
詩
に
も
、

「
近
年
山
寺
事
経
営
、
土
木
金
銭
奈
雅
情
」
と
あ
る
（『
遺
稿
』
八
七
頁
）。
よ
っ
て
、
こ
の
頃
の
雲
華
が
本
堂
建
造
の
た
め
の
募
金
活
動

に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

翌
文
化
十
二
年
三
月
二
十
四
日
に
は
、『
虞
初
新
志
』『
国
朝
詩
別
載
』『
南
遊
紀
行
』
に
『
東
園
雑
詠
』
を
付
し
て
大
含
に
返
却
、
翌

日
二
十
五
日
に
は
雲
華
が
淡
窓
宅
に
立
ち
寄
っ
て
お
り
、
雲
華
の
日
田
滞
在
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
年
、
雲
華
が
易
行
院
法
海
師
に
寄

せ
た
漢
詩
の
中
で
、「
土
木
誤
生
涯
」
や
「
土
木
程
功
計
未
開
」
な
ど
と
、
や
は
り
土
木
の
苦
心
を
伝
え
て
い
る
（『
遺
稿
』
八
八
・
八

九
頁
）。
雲
華
の
日
田
滞
在
に
は
、
本
堂
普
請
の
た
め
の
資
金
調
達
の
目
的
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

文
化
十
三
年
、
三
十
五
歳
の
淡
窓
の
も
と
に
、
正
行
寺
か
ら
大
有
が
入
門
し
た
。
二
月
十
三
日
の
日
記
に
は「
釈
大
有
入
門〈
大
含
嫡

子
〉」
と
あ
る
。
筆
記
に
は
「
大
有
ハ
正
行
寺
大
含
ノ
養
子
ナ
リ
。
已
ニ
歿
セ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
有
は
雲
華
の
実
子
で
は
な
く
、
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二
〇

雲
華
の
実
兄
で
竹
田
の
満
徳
寺
住
持
で
あ
る
円
黙
の
子
で
あ
っ
た
が
、
大
含
に
実
子
が
い
な
い
こ
と
か
ら
後
嗣
と
し
て
正
行
寺
に
迎
え

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。『
頼
山
陽
全
伝
』
の
同
年
同
日
条
に
「
こ
の
日
、
雲
華
の
子
大
有
、
山
陽
塾
へ
入
門
」
と
あ
る
の
は
誤
記
で
は

な
い
か
（
同
書
四
〇
一
頁
）。
十
八
日
に
淡
窓
は
大
含
へ
書
状
を
出
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
そ
の
内
容
は
大
有
の
無
事
入
門
を
知
ら
せ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
三
月
十
九
日
の
日
記
に
は
「
夜
大
有
告
別
」
と
あ
る
。
今
回
の
大
有
の
日
田
滞
在
は
わ
ず
か
一
ヶ
月
ほ
ど
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
九
月
に
示
寂
す
る
正
行
寺
頓
慧
鳳
嶺
師
の
病
臥
も
あ
っ
た
か
。

　

九
月
三
日
、
雲
華
は
日
田
に
あ
っ
た
が
、
淡
窓
宅
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
伝
え
て
い
る
（
日
記
）。
九
月
七
日
に
は
正

行
寺
の
鳳
嶺
師
が
示
寂
し
て
お
り
、
そ
の
危
篤
を
知
っ
て
急
遽
中
津
に
帰
還
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
淡
窓
は
九
日
に
逝
去
の
知
ら
せ
を
受

け
て
お
り
（
日
記
）、
中
津
の
情
報
が
二
日
間
で
日
田
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
十
二
月
三
日
に
も
雲
華
は
日
田
に
滞
在
し
て

お
り
、
六
日
に
は
筑
後
の
西
福
寺
で
講
演
し
て
い
る
。

　

文
化
十
五
年
、
四
月
に
改
元
し
て
文
政
元
年
、
淡
窓
三
十
七
歳
。
府
内
光
西
寺
の
僧
円
琛
が
入
門
し
た
。
そ
の
父
は
華
光
院
と
い
い
、

広
円
寺
法
蘭
師
の
次
男
で
、高
倉
学
寮
の
嗣
講
で
あ
っ
た
。
淡
窓
の
記
録
を
総
合
す
る
と
、法
蘭
師
に
は
少
な
く
と
も
四
人
の
男
子
が
お

り
、
長
男
が
円
什
一
環
、
次
男
が
華
光
院
円
光
嗣
講
（
円
解
）、
次
に
法
天
、
そ
し
て
末
子
が
法
珍
で
あ
る
。
広
円
寺
は
法
蘭
の
あ
と
、

円
什
・
法
珍
と
継
承
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　

長
男
の
円
什
は
字
を
一
環
と
い
い
法
輪
院
と
号
し
た
。
南
冥
と
も
詩
文
の
や
り
と
り
が
あ
り
、『
甘
露
室
詩
集
』
一
巻
を
残
す
。
天
保

七
年
十
月
五
日
示
寂
。
淡
窓
と
は
幼
年
よ
り
四
十
余
年
の
親
交
で
あ
っ
た
。
華
光
院
円
光
は
府
内
の
大
寺
で
あ
る
光
西
寺
に
入
っ
た
。

『
光
西
寺
史
』
等
多
く
の
資
料
で
は
華
光
院
を
円
解
と
す
る
。
円
光
は
円
解
の
前
名
か
。
円
解
は
雲
泉
と
号
し
て
絵
も
よ
く
し
た
（
天
保

十
一
年
示
寂
）。
雲
華
と
仲
の
良
か
っ
た
法
天
は
文
化
三
年
に
早
世
し
た
（『
遺
稿
』
一
九
頁
）。
法
珍
は
文
政
六
年
十
二
月
七
日
に
京
都

で
示
寂
し
た
（
日
記
）。
三
十
四
五
歳
で
あ
っ
た
。
文
化
十
一
年
二
月
十
日
、
広
円
寺
主
法
珍
妻
逝
去
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
点
で
は
法

珍
が
住
持
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
法
珍
は
文
政
三
年
九
月
十
七
日
に
子
を
亡
く
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
に
よ
っ
て
実
子
の
後
継
が
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二
一

な
く
な
っ
た
よ
う
で
、
文
政
十
二
年
九
月
十
五
日
、
広
円
寺
住
持
と
な
る
円
智
（
円
知
）
が
咸
宜
園
に
入
門
し
た
が
、
こ
れ
は
雲
華
の

実
兄
円
黙
（
竹
田
満
徳
寺
住
持
）
の
実
子
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
文
政
元
年
に
戻
る
と
、
十
一
月
三
日
、
生
涯
只
一
度
と
な
っ
た
九
州
旅
行
中
の
頼
山
陽
が
日
田
に
入
り
、
八
日
に
は
館
林
清
記

が
同
伴
し
て
淡
窓
を
来
訪
、
酒
食
を
共
に
し
、
山
陽
は
秋
風
庵
に
泊
ま
っ
た
（
日
記
）。
山
陽
は
日
田
に
お
よ
そ
一
ヶ
月
滞
在
し
、
十
二

月
五
日
に
中
津
へ
向
け
て
出
立
し
た
。
淡
窓
は
実
際
の
山
陽
に
接
し
て
、「
徳
太
郎
其
才
力
遠
ク
父
ノ
上
ニ
出
テ
タ
リ
」
と
そ
の
学
力
を

高
く
評
価
す
る
一
方
、「
徳
太
郎
ハ
当
世
ノ
名
家
ニ
オ
イ
テ
第
一
流
ナ
リ
。
余
眼
中
ノ
シ
ル
所
、
此
人
ヨ
リ
才
ア
ル
ハ
ナ
シ
。
唯
其
人
ト

ナ
リ
簡
傲
ニ
シ
テ
礼
ナ
ク
、
又
利
ヲ
貪
ル
。
是
ヲ
以
テ
至
ル
所
、
人
ニ
悪
マ
レ
、
往
々
ニ
其
地
ヲ
逐
ヒ
ウ
タ
レ
タ
リ
。
惜
イ
カ
ナ
」
と
、

そ
の
個
性
の
強
い
行
動
と
そ
れ
に
対
す
る
世
評
を
的
確
に
観
察
し
て
い
る
。

　

一
方
の
雲
華
に
と
っ
て
も
こ
の
年
は
ま
こ
と
に
忙
し
い
一
年
で
あ
っ
た
。
二
年
前
に
義
父
鳳
嶺
師
を
亡
く
し
、名
実
と
も
に
正
行
寺
の

主
と
な
っ
た
雲
華
の
「
新
生
」
と
な
っ
た
年
で
あ
る
。
下
関
で
の
山
陽
と
の
邂
逅
と
別
れ
・
江
戸
滞
在
・
富
士
登
山
・
内
室
の
逝
去
・
鳳

嶺
師
三
回
忌
・
田
能
村
竹
田
と
の
面
談
・
法
蘭
師
展
墓
（
没
後
二
十
五
年
）、
そ
し
て
十
二
月
中
旬
の
頼
山
陽
と
の
山
国
川
探
訪
（
山
陽

が
耶
馬
渓
と
命
名
）
な
ど
を
こ
な
し
、
十
七
日
に
山
陽
を
見
送
っ
た
そ
の
三
日
後
の
十
二
月
二
十
日
、
雲
華
は
淡
窓
宅
に
立
ち
寄
っ
て

い
る
（
日
記
）。
二
十
四
日
に
も
雲
華
は
淡
窓
と
蕎
麦
を
食
し
て
い
る
。
二
十
五
日
、
淡
窓
は
雲
華
の
た
め
に
富
山
詩
を
写
し
て
い
る
。

　

年
も
お
し
せ
ま
っ
た
こ
の
時
の
雲
華
の
日
田
来
訪
は
、
広
円
寺
で
の
所
用
も
あ
ろ
う
が
、
淡
窓
と
こ
の
一
年
の
出
来
事
を
語
り
あ
う

こ
と
も
大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た
ろ
う
。
な
か
ん
ず
く
、
先
日
面
談
し
た
ば
か
り
の
頼
山
陽
と
の
交
流
や
、
夏
の
富
士
登
山
な
ど
、
話
題

は
尽
き
る
こ
と
が
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

　

文
政
二
年
の
閏
四
月
中
旬
か
ら
五
月
に
か
け
て
田
能
村
竹
田
が
日
田
に
滞
在
し
、
前
年
の
頼
山
陽
と
の
出
会
い
と
語
ら
い
の
一
件
を

記
し
た
『
卜
夜
快
語
』
を
淡
窓
に
進
呈
し
た
。
竹
田
と
淡
窓
は
こ
れ
が
初
見
と
見
ら
れ
る
が
、
山
陽
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。
竹
田
と
雲
華
が
享
和
二
年
以
来
の
旧
知
で
あ
る
こ
と
は
既
に
報
告
し
た
（
本
誌
四
九
号
）。
竹
田
の
子
太
乙
は
竹
田
の
画
業
の
弟
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二
二

子
と
な
る
帆
足
熊
太
郎
（
杏
雨
）
と
共
に
文
政
七
年
咸
宜
園
に
入
門
し
て
い
る
。

　

文
政
三
年
七
月
二
十
三
日
、
秋
月
の
原
震
平（
古
処
）が
娘
采
蘋
を
連
れ
て
来
訪
し
た
。
采
蘋
は
時
に
二
十
三
四
で
、
幼
時
よ
り
読
書

文
芸
を
学
び
、
詩
作
に
長
じ
て
い
た
。
そ
の
所
作
は
磊
落
で
男
子
の
よ
う
で
あ
り
、
酒
も
ま
た
よ
く
飲
ん
だ
。
後
に
江
戸
に
行
き
、
詞

林
の
世
界
で
名
を
知
ら
れ
た
と
い
う
。
雲
華
は
、
采
蘋
が
月
琴
を
よ
く
し
た
こ
と
を
詩
に
詠
ん
で
い
る
（『
遺
稿
』
一
五
四
頁
）。
震
平

は
九
月
十
六
日
に
も
隈
町
に
お
り
、
雲
華
は
十
九
日
に
淡
窓
を
訪
ね
て
い
る
か
ら
、
雲
華
と
原
古
処
も
面
談
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

翌
月
、
古
処
は
娘
を
連
れ
て
正
行
寺
に
雲
華
を
訪
ね
て
い
る
が
、
雲
華
不
在
で
会
え
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
雲
華
と
震
平
の
初
見
は
、 

雲
華
と
南
冥
が
初
見
し
た
享
和
元
年
で
あ
ろ
う
（
年
譜
稿
）。

　

文
政
五
年
、
淡
窓
四
十
一
歳
の
正
月
晦
日
に
伯
父
が
逝
去
す
る
。
日
記
に
よ
れ
ば
、
伯
父
の
葬
儀
が
行
わ
れ
た
閏
正
月
朔
日
に
釈
大

含
が
立
ち
寄
っ
た
と
あ
り
、
や
は
り
こ
の
時
も
雲
華
は
日
田
に
滞
在
し
て
い
た
。
三
月
十
四
日
、
法
海
師
が
淡
窓
宅
に
立
ち
寄
っ
た
が
、

雲
華
は
三
月
以
前
、
法
海
と
葦
北
郡
日
奈
久
に
宿
っ
て
い
る
（
温
泉
あ
り
）。
法
海
師
は
日
奈
久
の
近
く
八
代
の
光
徳
寺
住
持
と
な
っ
て

い
た
。
五
月
十
八
日
、
後
に
淡
窓
が
「
門
生
数
千
の
う
ち
第
一
の
奇
人
」
と
評
し
、
雲
華
の
教
え
も
受
け
た
黒
木
光
善
寺
の
石
門
徳
令

（
二
十
歳
）
が
入
門
す
る
（
天
保
二
年
年
九
月
十
三
日
大
帰
）。
文
政
八
年
正
月
十
日
に
も
雲
華
の
日
田
滞
在
が
確
認
で
き
る
（
日
記
）。

　

天
保
三
年
は
頼
山
陽
逝
去
の
年
で
あ
る
。
こ
の
年
の
雲
華
と
田
能
村
竹
田
の
動
向
に
つ
い
て
は
既
に
報
告
し
た
（
本
誌
四
九
号
）。
雲

華
は
、
正
月
三
日
に
山
陽
を
一
日
二
度
も
訪
問
し
た
後
、
九
州
に
下
り
、
二
月
二
十
九
日
か
ら
三
月
二
十
九
日
ま
で
、
一
ヶ
月
も
の
間
、

日
田
に
滞
在
し
た
（
日
記
）。
そ
の
目
的
に
は
、
こ
の
年
十
月
に
実
現
す
る
一
子
慶
端
の
咸
宜
園
入
門
の
相
談
な
ど
も
含
ま
れ
る
か
。
更

に
八
月
二
十
二
日
か
ら
九
月
二
日
ま
で
の
日
田
滞
在
が
確
認
で
き
る
（
日
記
）。

　

そ
し
て
十
月
一
日
、「
釈
慶
端
入
門
、
大
含
子
也
」（
日
記
）
と
し
て
、
雲
華
唯
一
の
男
子
で
あ
る
慶
端
の
咸
宜
園
入
門
が
記
録
さ
れ

る
。
こ
の
慶
端
こ
そ
、
雲
華
が
東
山
の
舞
妓
お
露
と
の
間
に
も
う
け
た
男
子
で
あ
り
、
東
山
で
成
長
し
た
後
、
十
歳
で
正
行
寺
に
入
り
、

五
月
五
日
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
か
ら
幼
名
を
重
五
と
い
い
、
こ
の
端
午
の
「
端
」
と
父
大
含
信
慶
の
「
慶
」
を
合
わ
せ
て
「
慶
端
」
と
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二
三

名
付
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
な
ど
、
既
に
小
稿
で
考
証
し
た
（
拙
稿
「
雲
華
上
人
の
魅
力
を
再
評
価
し
た
い
」『
中
外
日
報
』
二
〇
一

四
年
五
月
十
六
日
、
以
下
「
小
稿
」）。

　

慶
端
は
文
政
三
年
生
ま
れ
で
入
門
時
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
既
に
正
行
寺
に
は
後
嗣
と
し
て
雲
華
の
実
家
で
あ
る
竹
田
満
徳
寺
よ
り
大

有
広
慶
が
迎
え
ら
れ
て
お
り
、
慶
端
が
咸
宜
園
に
入
門
し
た
ま
さ
に
同
じ
頃
、
大
有
は
田
能
村
竹
田
を
正
行
寺
に
迎
え
、
お
よ
そ
一
ヶ

月
の
間
、
酒
食
を
共
に
し
て
歓
待
し
て
い
た
（『
竹
田
荘
師
友
画
録
』
大
有
の
項
）。
し
か
し
、
大
有
は
翌
天
保
四
年
十
月
二
十
八
日
に

急
逝
す
る
。

　

十
一
月
一
日
、
淡
窓
は
頼
山
陽
の
急
逝
を
知
っ
た
。
山
陽
が
没
し
た
の
は
九
月
二
十
三
日
で
あ
る
か
ら
、
お
よ
そ
一
ヶ
月
余
り
で
情

報
が
伝
達
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
雲
華
は
十
月
二
十
二
日
に
山
陽
の
訃
報
に
接
し
て
お
り
、
す
ぐ
に
中
津
を
発
っ
て
十
一
月

十
三
日
に
は
京
都
の
頼
家
を
弔
問
し
て
い
る
。

　

天
保
四
年
二
月
二
十
二
日
、
法
海
師
が
日
田
を
来
訪
す
る
。
四
月
十
三
日
に
は
、
旧
塾
生
で
も
あ
る
正
行
寺
住
持
の
大
有
が
淡
窓
を

訪
問
す
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
在
京
の
雲
華
に
代
わ
っ
て
入
門
半
年
余
り
の
慶
端
の
様
子
を
見
に
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
前
述
の

よ
う
に
、
大
有
は
こ
の
十
月
に
急
逝
す
る
。
天
保
六
年
九
月
二
十
三
日
に
淡
窓
は
豪
潮
律
師
の
示
寂
を
知
る
（
閏
七
月
三
日
寂
、
八
十

七
歳
）。
淡
窓
は
前
年
五
月
二
十
九
日
に
も
書
簡
を
出
し
て
お
り
、
豪
潮
と
は
生
涯
文
通
し
て
い
た
。
九
月
二
十
五
日
に
は
田
能
村
竹
田

の
逝
去
を
知
る
（
八
月
二
十
九
日
没
、
五
十
九
歳
）。
天
保
七
年
五
月
十
七
日
、
亀
井
昭
陽
没
（
六
十
四
歳
）。
昭
陽
の
学
識
は
南
冥
の

は
る
か
に
上
で
あ
っ
た
が
、
世
上
の
名
声
が
父
の
半
分
に
も
及
ば
な
い
の
は
、
数
百
巻
に
及
ぶ
著
述
が
ほ
と
ん
ど
上
梓
さ
れ
て
い
な
い

た
め
だ
と
淡
窓
は
嘆
く
。

　

さ
て
、
天
保
七
年
十
月
十
四
日
の
日
記
に
「
釈
慶
端
過
訪
」
と
あ
る
。
天
保
三
年
の
入
門
時
以
降
、「
大
帰
」
の
記
事
は
見
え
な
い
が
、

慶
端
は
既
に
塾
を
離
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
恐
ら
く
、
天
保
四
年
十
月
に
住
持
大
有
広
慶
師
が
急
逝
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
正

行
寺
蔵
の
天
保
七
年
『
宗
旨
御
改
寺
内
門
前
帳
』
に
は
そ
の
筆
頭
に
「
年
十
七 
廣
探
」
と
あ
り
、
そ
の
「
廣
探
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
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二
四

「
慶
端
」
と
傍
書
し
て
お
り
、
こ
の
年
既
に
慶
端
は
雲
華
に
代
わ
っ
て
正
行
寺
の
住
持
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
慶
端
の
日
田
来

訪
の
目
的
は
、
十
月
五
日
の
広
円
寺
円
什
師
の
示
寂
を
受
け
、
在
京
の
雲
華
に
代
わ
り
広
円
寺
を
弔
問
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

天
保
八
年
二
月
二
十
九
日
、
淡
窓
は
大
塩
平
八
郎
の
一
件
を
知
る
（
二
月
十
九
日
決
起
）。
天
保
四
年
八
月
九
日
に
、
淡
窓
は
旧
門
生

松
本
九
蔵
よ
り
、
そ
の
師
大
塩
の
『
洗
心
洞
箚
記
』
と
大
塩
の
伝
言
を
受
け
取
っ
て
い
た
。『
箚
記
』
に
は
感
心
し
な
か
っ
た
と
い
う
淡

窓
で
あ
る
が
、
こ
の
事
件
の
顛
末
と
大
塩
に
つ
い
て
は
詳
し
く
記
述
し
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
の
頃
の
飢
饉
や
物
価
高
騰
の
実
態
も
継
続

し
て
記
録
す
る
な
ど
、
そ
う
し
た
社
会
情
勢
に
つ
い
て
は
全
く
沈
黙
す
る
雲
華
と
対
照
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
天
保
九
年
十
月
十

七
日
か
ら
二
十
七
日
に
か
け
て
淡
窓
は
し
ば
し
ば
大
含
を
訪
ね
て
お
り
、
こ
の
頃
の
雲
華
の
日
田
滞
在
が
わ
か
る
。
淡
窓
は
前
年
刊
行

さ
れ
た
『
遠
思
楼
詩
鈔
』
を
雲
華
に
進
呈
し
た
。

　

そ
し
て
、天
保
十
一
年
八
月
二
十
九
日
の
淡
窓
日
記
に
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
記
載
が
あ
る
。「
釈
五
岳
来
。
介
豊
前
僧
大
弘
入
門
。

及
同
国
僧
恵
白
来
訪
〈
恵
白
旧
門
生
也
〉。
居
広
円
寺
〈
大
弘
。
大
含
孫
。
大
有
子
也
〉。
小
酌
呼
範
治
陪
焉
。」（『
全
集
』
下
巻
七
四
一

頁
）。
門
生
で
あ
り
、
後
に
画
僧
と
し
て
著
名
に
な
る
平
野
五
岳
（
聞
慧
）
を
紹
介
者
と
し
て
、
大
含
の
孫
で
大
有
の
子
で
あ
る
大
弘
が

入
門
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
大
弘
に
つ
い
て
、
先
の
小
稿
で
は
、
正
行
寺
の
寺
伝
（
前
住
御
内
室
の
メ
モ
）
に
「
広
慶
、
そ
の
子
大
弘
（
慶
瑞マ
マ

）
亦
早
く
没

す
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
（『
遺
稿
』「
雲
華
上
人
伝
」
二
一
頁
が
そ
の
典
拠
で
あ
ろ
う
）、
大
弘
と
雲
華
の
実
子
慶
端
と
は
同
一
人
物

で
は
な
い
か
と
考
え
た
が
（
慶
瑞
は
慶
端
の
誤
記
で
あ
ろ
う
）、
淡
窓
日
記
の
記
述
を
読
む
限
り
、
慶
端
と
大
弘
は
別
人
と
考
え
る
の
が

自
然
で
あ
ろ
う
。
淡
窓
塾
の
入
門
簿
（『
全
集
』
下
巻
）
を
参
照
す
る
と
、
慶
端
と
大
弘
の
そ
れ
ぞ
れ
の
記
載
は
、「
天
保
三
壬
辰
十
月
朔

日 

豊
前
下
毛
郡
古
城
正
行
寺 

釈
慶
端
十
三
才 

釈
円
智
」、「
天
保
十
一
年
庚
午
八
月
二
十
九
日 

豊
前
古
城
正
行
寺 

釈
大
弘
十
二
歳 

釈

聞
慧
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
も
と
に
二
人
の
生
年
を
計
算
す
る
と
、
慶
端
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
生
ま
れ
、
大
弘
は
文
政
十
二
年
（
一

八
二
九
）
生
ま
れ
と
な
る
。
両
者
に
は
九
歳
の
年
齢
差
が
あ
り
、
や
は
り
別
人
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
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大
弘
が
慶
端
で
は
な
く
、
淡
窓
の
記
す
通
り
大
有
の
実
子
で
あ
る
と
す
る
と
、
文
政
十
二
年
、
十
歳
の
慶
端
が
父
雲
華
に
連
れ
ら
れ

て
正
行
寺
に
入
っ
た
ま
さ
に
そ
の
年
、
大
有
の
実
子
大
弘
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
大
弘
と
い
う
名
は
、
一
連
の
『
宗
旨

御
改
寺
内
門
前
帳
』
や
現
在
の
墓
石
に
は
見
ら
れ
ず
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
別
に
考
察
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
で
こ
こ
で

は
立
ち
入
ら
な
い
。

　

そ
の
後
、
日
記
の
天
保
十
二
年
十
月
二
十
四
日
条
に
「
恵
白
・
大
弘
除
名
」
と
あ
る
が
、
除
名
の
理
由
に
つ
い
て
は
何
も
書
か
れ
て

い
な
い
。
天
保
十
四
年
二
月
十
六
日
に
は
、「
雲
華
院
」
が
淡
窓
宅
に
来
訪
し
た
。
同
年
三
月
十
六
日
条
に
は
、「
釈
道
樹
・
釈
慶
端
・

及
び
体
賢
父
来
訪
」
と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
慶
端
の
名
前
が
再
び
現
れ
る
。
当
時
彼
は
正
行
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
。
こ
の
来
訪
の
目
的
は

翌
十
七
日
に
挙
行
さ
れ
た
法
蘭
上
人
五
十
回
忌
法
要
へ
の
参
加
で
あ
ろ
う
。

　

弘
化
二
年
九
月
六
日
、
京
都
に
お
け
る
雲
華
の
盟
友
で
あ
る
医
師
の
小
石
元
瑞
（
六
十
二
歳
）
が
、
病
気
の
久
留
米
侯
に
随
行
西
下

の
途
次
、
淡
窓
を
訪
ね
た
。
弘
化
四
年
六
月
十
六
日
の
日
記
に
は
「
竹
田
僧
円
宗
入
門
〈
満
徳
寺
新
発
意
〉」
と
あ
り
、
こ
の
円
宗
は
満

徳
寺
円
黙
の
孫
で
、
円
等
の
子
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
日
記
の
嘉
永
三
年
十
一
月
八
日
条
で
、「
聞
雲
華
院
死
〈
円
宗
・
五
岳
所
伝
、
似
非
妄
、
年
七
十
八
、
予
幼
時
同
学
人
最
著

者
、
莫
如
斯
人
、
惜
哉
、
臥
疾
数
年
、
終
京
師
云
〉」
と
、
淡
窓
は
遂
に
雲
華
の
示
寂
を
記
す
こ
と
と
な
っ
た
。
雲
華
の
死
亡
日
に
つ
い

て
は
十
月
の
七
日
（
墓
石
）・
八
日
（
大
谷
派
学
事
史
略
年
表
）・
九
日
（
上
首
寮
日
記
）
の
三
説
あ
る
が
、
淡
窓
は
雲
華
の
死
を
約
一
ヶ

月
遅
れ
て
知
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
淡
窓
の
日
記
資
料
か
ら
、
雲
華
上
人
の
人
間
関
係
に
関
す
る
情
報
を
拾
い
集
め
て
み
た
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
事
実
関
係
を

ふ
ま
え
て
、
雲
華
や
淡
窓
を
輩
出
し
た
日
田
の
漢
文
学
の
伝
統
、
雲
華
と
亀
井
一
門
、
雲
華
と
豪
潮
と
の
交
際
の
詳
細
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
漢
詩
作
品
の
読
解
を
通
し
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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